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第113図 第363号住居跡出土遺物 (1)
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第114図 第363号住居跡出土遺物（2)

3は、カマドの支脚として転用された可能性が高く、

内外面に赤彩が施される。6は、貯蔵穴から出土し

た土師器壺の口縁部片で、内外面に赤彩が施される。

7 ~11は、土師器の甕である。7の小型の甕は、 12

の鉢形をした甑を上に載せた状態で出土しており、

当時の使用状況がよくわかるものである。11は、貯

蔵穴の上層から出土した。12~14は、土師器の甑で、

全て完形である。14は、カマド燃焼部内から出土し

たもので、カマドに架けてあったものが、天井部の

崩落とともに破砕したものと考えられる。

第364号住居跡 （第115~117図）

N -33 • 34グリッドの、第16号方形周溝墓の方台

部内で検出された。第346• 347 • 360 • 362 • 370号住

居跡、第713• 714号土坑、第729号溝跡と重複してい

た。新旧関係は、重複する遺構の中で本遺構が一番

古かった。

規模は、南北6.5m、東西6.6m、深さが0.21mで、

平面形態は整った正方形をしていた。主軸方位は、

N-67° -Eであった。

カマドは、住居跡北壁の東寄りで検出された。煙

道部は、第360号住居跡に大半を壊されて、残りがよ

くなかった。カマド袖は暗灰色のしまりある土で構

築されていた。燃焼部は、検出長85cm、幅44cm、深

さ20cmであった。カマド内からは、土師器甕の破片

と共に土製の支脚が出土している。

壁溝は、全周しており、幅 9~23cm、深さが7~ 

13cmであった。

貯蔵穴は、カマド右脇の北東コーナ一部で検出さ

れた。規模は、長軸135cm、短軸108cm、深さが51cmで、

平面形態は南北に長い楕円形をしていた。貯蔵穴の

下層からは、土師器の大型甑が出土している。

住居跡内からは平面形態が円形をしていた土坑が

2基検出された。土坑 1は、長径75cm、短径65cm、

深さが21cmで、底面が平坦であった。土坑 2は、南

壁際で検出され、長径81cm、短径56cm、深さが64cm

であった。2基とも性格は不明である。

ピットは16本を検出した。柱痕の有無や配置から、

Pl~4が主柱穴であったと考えられる。また、 Pl5

は主柱穴の中間に位置し、柱材の痕跡が認められ、
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I 16.9m I' J 16.9m J'K16.9m ．． K'L  16.9m L'M16.9m M'N  16.9m N' . ・- -・.  
SJ364 SKI SJ364 SK2 PI P6 P5 P1 p, 

冒 言言言言言言

． 016 9m O' P 16.9m p' ． Q 16 9m Q' ． R 16.9m R' S 16.9m s' 
P11 P12 p13 P1, P16 

冒 胄 冒 疇 疇
第364号住居跡
1 暗灰黄色土 2. 5¥5/2 黄掲灰色土プロック主体 暗灰色のしまりある土 暗茶

褐色土粒子(ct,2mm)多砧 しまりあり 粘性なし
2 褐灰色士 10YR4/l 黒っぼい暗灰色のしまりある土 黄褐色土粒子(<I>2~5 

mm)少～中品焼土粒子(ct,2mm)微最 しまりあり 粘
性なし

3 掲灰色土 10YR4/l 暗灰色のしまりある土 黄褐色士粒子(ct,2mm) ・暗茶褐
色土粒子(ct,2mn,)斑に含む しまりあり 粘性なし

4 灰色土 2. 5Y4/l 黄褐色土粒子多盈 灰色粘質土少祉 7層の土少址
しまりあり 粘性弱い

5 黒褐色土 !OYR3/l しまりややあり 粘性なし
6 暗灰黄色土 2. 5Y4/2 黄褐色土主体（プロック状ではない） 暗灰色のしまり

ある土少誠 しまりあり 粘性なし
7 褐灰色土 !OYR4/l 2屈とほぽ同じ＋黄掲色土粒子(ct,5mm)斑に含む

焼土粒子 (¢ 1~5mm)少屈黒色灰少屋帯状に混入
炭化物微産

8 黒褐色土 10YR3/l やや粘性のある灰色がかった黒掲色士 しまりあり
粘性ややあり

9 褐灰色土 10YR4/l 暗灰色でしまりあり 、粘性のややある士 黄褐色土粒子
(I/> 3mm)少韮焼土粒子（が2~lolllllI)微屈 しまりあり
粘性弱い

11 褐灰色士 10YR4/l 2恩とほぼ同じ＋暗灰色粘質土少址 しまりあり 粘性
弱"‘

10 黒褐色土 10YR3/2 暗茶褐色のやや粘性のある士 暗灰色粘質士斑に含む
黄褐色士粒子(ct,5mn,)少塁 しまりあり 粘性弱い

12 暗灰黄色土 2. 5Y5/2 褐灰色のしまりあるローム士主体 茶褐色士ブロック(¢
10mm)斑に含む しまりあり 粘性なし（掘り方）

カマド
13 褐灰色土 10YR4/l 暗灰色（やや暗め）のしまりある土主体 黄褐色土プロ

ック (¢5~10mm)斑に含む しまりあり 粘性なし
14 暗茶褐色土 10YR4/2 暗茶褐色のしまりある土 焼土プロック(<I>5~10mm)斑

に含む 黄褐色土プロック(ct,3mm)少益 暗灰色の灰微
試 しまりあり 粘性なし

15 暗黒茶色土 10YR3/l 暗灰色の灰多品（灰が主体） 焼士プロック(ct,8mm)少
埜～中址暗蕪茶色の粘性のややある士少批 しまり ・
粘性ややあり

16 黒褐色土 10YR3/l 黒茶色っぽいしまりある暗灰色土 黄褐色土粒子（が5~
10mm)斑に含む しまりあり 粘性なし

17 黄茶褐色土 10YR5/2 黄褐灰色のしまりある土主体 黒褐色の粘性のあるブロ
ック (¢ 15IIIDI）少祉暗茶掲色土少拭 しまりあり 粘
性ややあり

18 黄茶褐色土 10YR5/2 黄褐灰色のしまりある士＋暗茶褐色土少昼 焼土粒子(¢
3mm)炭化物微黛 しまりあり 粘性なし

19 黒褐色士 10YR3/l 焼土プロック(ct,5~15,run)含む 4届と同じ士に黄褐色
士粒子(ct,5mm)少量 しまりあり 粘性ややあり

20 褐灰色土 10YR4/l 暗灰色のしまりある土 しまりあり 粘性なし（カマド
袖）

21 黒褐色土 10YR3/l 暗灰色に近い黒褐色のしまりある土 しまりあり 粘性
なし 20 • 21層ともに酸化鉄のような暗茶褐色土粒子(¢
l~2mm)多羹（カマド袖）

22 褐灰色土 10YR4/l 暗灰色のしまりある土黄褐色士少～中最灰色シルト
少最 しまりあり 粘性なし（カマ ド袖）

23 暗茶褐色士 10YR4/2 暗茶褐色の しまりある土焼土(<I>2~20mm)多泣 しま
りあり 粘性なし（カマド袖）

貯膝穴
24 褐灰色士 10YR4/l 茶色がかった暗灰色でしまりある土 黄褐色土粒子(¢

2~20mm)少且 しまりあり 粘性なし
25 黒褐色土 10YR3/2 やや明るめの茶褐色土でやや粘性のある土 黄褐色土プ

ロック(ct,10~30mm)多嚢焼士粒子(ct,3mm)炭化物粒
子(<I>2~3mm)微量 しまり ・粘性ややあり

26 褐灰色士 10YR4/l 25屈より濃い暗茶褐色土で粘性の強い士 灰色シルト少
～中且層中程より上にかけてまばら 炭化物 (20mm角）
少輩屑上部に斑 しまりややあり 粘性強い

27 褐灰色土 10YR5/l 灰色粘土層 炭化物プロック(ct,5mm)少最 しまりなし
粘性強い

土坑 l
28 掲灰色士 10YR4/l 暗灰色のしまりある土 黄褐色士粒子(</>2mm)少砧

しまりあり 粘性なし
29 褐灰色土 !OYR4/l 28届と同じ暗灰色のしまりある土で粘性のややある土

褐色土プロック(</>20~30mm)中～多拭 しまりあり
粘性ややあり

30 暗灰黄色土 2. 5Y4/2 暗灰黄色の粘性のややある土主体 黄褐色土粒子(<1>2mm)
斑に含む暗灰色粘質土斑に含む焼士ブロック(</>10 
mm)微嚢 しまりあり 粘性ややあり

30' 暗灰黄色士 2. 5Y4/2 暗灰黄色の粘性のややある土主体 暗灰色粘質士斑に含
む焼土プロック(c/>10mm)微堡 しまりあり 粘性や
やあり

土坑2
31 黒褐色土 !OYR3/l 黒っぽい暗灰色土で粘性が少しある土 黄褐色士粒子(</>

5mm)微飛 しまりあり 粘性ややあり
32 掲灰色土 10YR4/l 暗灰色の粘質土 黄褐色土プロック (</>IO~20mm)中～

多址 しまり ・粘性あり
ピット 1 • 7 • 8 
33 褐灰色土 IOYR4/l 暗灰色のしまりあり、粘性のややある土 黄掲灰色土粒

ピット 2 • 3 • 4 • 15 

子（い～2mm) ・黄褐灰色土プロック(</>1 0~20mm)斑
に含む

34 褐灰色士 10YR4/l 暗灰色のしまりある土 黄褐色土粒子 (¢3rnrn)斑に含む
炭化物粒子(</>2mm)微最 しまりあり 粘性なし
※P2は炭化物 ・焼土粒子（ともに</>3mm)少肱

35 黒褐灰色土 10YR4/l 34層より黒っぽい暗灰色土で粘性のある土 灰色士粒子
(</>2~3mm)少～中盈 しまりややあり 粘性あり
※P2は見た目 、暗茶褐色土 (!OYR4/2)灰色士粒子ではな
く、黄褐色土粒子 (c/>3mm)含む

36 暗灰色土 N3/l 暗灰色粘土主体 黒色粘土プロック(</>10mm)少絋
しまりなし 粘性あり

37 灰黄色土 2. 5Y5/2 灰黄色粘質土主体暗灰色粘土少紐 しまりなし粘性
あり

38 暗茶褐色土 10YR4/2 暗茶褐色のしまりある土 黄褐色土ブロック(</>5~15mm) 
斑に含む炭化物粒子 (</,2mm)微函 しまりあり 粘性
なし

39 褐灰色士 10YR4/l 38展とほぼ同じで炭化物を含まず しまりあり 粘性
なし

40 暗灰黄色土 2.5Y5/2 黄掲灰色土主体暗灰色土微拭 しまりあり 粘性やや
あり

ビット 5
41 褐灰色土 lOYR4/l 暗灰色のしまりある土 黄褐色士プロック(</>10~20mm) 

斑に含む しまりあり 粘性なし
ピット 6
42 褐灰色土 10YR4/l 暗灰色のしまりある土茶黄褐色土粒子（が5mm)微垂

しまりあり 粘性なし
ビット 9 • 10 
43 暗灰黄色土 2. 5Y5/2 暗灰黄色のしまりあり、やや粘性のある土（黄褐灰色士

土のぽやっとしたもの）しまりあり 粘性弱い
ピット11• 14 
44 褐灰色土 10YR4/l 黄褐灰色のしまりある土 ・黒っぽい暗灰色の粘性のある

士多屈 しまりあり 粘性弱い※Pl1はこの土が少祉
庖上部に帯状に入る

ピット 12
45 暗茶褐色土 10YR4/2 暗茶掲色のしまりある土 黄掲灰色士プロック (¢ 10~

15mm)少～中拭屈全体に 暗灰色の灰 ・焼土プロ ック
(</> 10mm)層左上部と遺物の下含む

ピット13
46 褐灰色土 lOYR4/l 暗灰色のしまりある土 黄褐色士粒子(</>3~10mm)少～

ピット16

中址焼土プロック(</>5~l5nun)少量 層上部にまとま
って暗灰色の灰少品陪上部に帯状に しまりあり
粘性弱い

47 褐灰色土 10YR4/l 暗灰色のしまりある土灰色シルト少呈 しまりあり
粘性なし

48 褐灰色土 10YR4/l 47層より明るい暗灰色土で粘性のややある土 黄褐色土
プロック (¢10mrn)斑に含む暗灰色粘士少砧 しまり
ややあり 粘性あり

9 2m 
1、OO

第116図 第364号住居跡 （2)
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49 褐灰色士 IOYR4/1 暗灰色の粘性0)ややある士主体掲灰色土ブロック (¢ IOInlll)斑に含む黒褐色土プロック(</,5ruru)
少～中巌 しまりあり 粘性ややあり

ピット 18

50 褐灰色土 !OYR1/I 暗灰色の粘性のややある土主体黄褐色土粒子(</,2mm)微屈 しまりあり 粘性ややあり

ピット19

51 灰黄褐色＿i: IOYR4/2 茶褐色の粘性のややある土主体 黄掲色」：ブロック (¢5rum)斑に含む しまり ・
粘性ややあり

ピット20

52 灰黄掲色上 ］OYR4/2 茶掲色の粘性のややある土主体黄掲色土プロック(</,10~20lllln)多怪 しまり
・粘性ややあり

53 褐灰色士 !OYR4/l 暗灰色の粘質士主体黄褐色土プロック(,/,10mm)含む陪上部に 焼士粒子(</,3呵）微拭 しま
りなし粘性ややあり

第117図第364号住居跡（3)

，
 

覆土も同じであった。そのことから、 主柱穴の 1本

と考えられ、本住居跡は 6本柱であった可能性が考

えられる。北側の柱穴については、第370号住居跡の

住居内土坑 1に壊されており、確認できなかった。

各柱穴の規模は、 Plが53X27cm、P2が43x 78cm、P

3が65X41cm、P4が61x 45cm、Pl5が44X39cmであ

った。

他のピットは形態もばらばらで、浅いものが多く、

性格は不明である。P5は73X 8 Clll、P6は28x 10cm、

P7は33x 10cm、P8は41x 24cm、P9は18x 45cm、

Pl0は16x 42cm、Pllは40X11cm、Pl2は68x 17cm、

Pl3は42X14cm、Pl4は55x19cm、Pl6は38X31cmであ

った。

掘り方は、住居跡の中央部分を残し、壁際を一段

深くドーナツ状に掘り下げていた。また、小さなピ

ット状の掘り込みが僅かに検出された。

遺物は、古墳時代後期の土師器片が多量に出土し

ている。第118図l~4は、土師器坪である。4は貯

蔵穴内から出土した比企型坪で、内外面に赤彩が施

される。7は、貯蔵穴から出土した完形の土師器甑

である。8は、 Pl2から出土した小型の土師器甑であ

る。10は、 2面に擦痕がみられる砥石である。
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第118図 第364号住居跡出土遺物

第365号住居跡（第119• 120図）

N -34 • 35グリッドにかけて検出された。第346• 

376 • 377 • 389 • 391号住居跡、第 8号竪穴状不明遺

構、第764• 766号溝跡と重複していた。第376• 

377 • 389 • 391号住居跡より新しく、第346号住居跡、

第8号竪穴状不明遺構、第764• 766号溝跡より古か

った。

規模は、南北5.0m、東西4.8m、深さが0.15~0.23m

で、平面形態は正方形をしていた。主軸方位は、

N-55° -Wであった。

カマドは、北壁のやや西寄りで検出された。カマ

ド袖は、地山の削り出しであった。燃焼部は、南北

69cm、東西53cm、深さが20cmで、浅い掘り込みをも

っていた。焚き口部分は、床面が赤く焼けて硬化し

ていた。煙道部は僅かに壁外に延び、長さ24cm、幅

33cm、深さが8cmであった。

壁溝は、部分的に巡っており、幅11~40cm、深さ

が2~6 cmであった。

貯蔵穴は、北西コーナ一部で検出された。規模は、

長軸70cm、短軸68cm、深さが68cmで、平面形態は

円形をしていた。

ピットは 4本を検出した。配置や土層断面に柱材

の痕跡が確認されたことから、 Pl~3は主柱穴の可

能性が高い。各柱穴の規模は、 Plが21x 28cm、P2

-l18 -



が26x 26cm、p 3が32x 41cmで、小規模であった。

p 4については、深さが浅く、柱痕が確認できてい

ないため、性格は不明である。規模は、 24X14cmで

あった。

遺物は、床面からやや浮いた覆土上層から古墳時

代後期の土師器片が多量に出土している。

右袖脇からは土師器の杯がまとまって出土した。
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第121図1は、

蓋である。完形で、天井部につまみが付く 。第121図

2～第122図12は杯で、有段口縁杯、模倣杯、身模倣

杯、比企型杯がある。

が認められる。22は、貯蔵穴の脇から出土した土師

器甕である。24は、

玉で、完形である。
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第365号住居跡
1 暗褐色土 10YR3/3 黄褐色土粒子 (¢l~5mm) 多屈部分的に焼士粒子 (</,1~3mm)集中する しまりあり 粘性ややあり
2 褐灰色土 10YR4/l 英褐色土粒子 (¢ l~5mm)均等に含む焼士粒子(</,1~3mm) ・炭化物粒子(</,1~3mm)少此 しまりあり 粘性ややあり
3 黒褐色土 10YR3/l 炭化物粒子(<t>I~2mm)多品 黄褐色土（¢l~2mm)少絃 しまり・粘性あり
4 褐灰色士 10YR4/ 1 黄褐色土（¢l~10mm)均等に多菌 焼土粒子(</,I~3mm) ・炭化物粒子 (</,!~3mm)少依 しまりあり 粘性ややあり
4'4府中に炭化物が槃中する部分
5 褐灰色土 10YR4/l 2囲中に焼土粒子 (</,1~5暉）多凪 しまりあり 粘性ややあり
6 褐灰色上 JOYR4/l 黄褐色土（</>l~10IInI)多は 焼士粒子(,Pl~2IIllD） ・炭化物粒子(,t,l~2nIIIl）含む しまり ・粘性あり
7 黒褐色土 10YR3/2 黄褐色士粒子(</)1~2mm) ・焼土粒子(</,1~3mm)少砧 しまり ・粘性あり
8 暗緑灰色士 10GY4/l 暗灰色土を主体 緑灰色土を斑に含む しまり・粘性あり
9 褐灰色士 10YR4/ 1 4府と同じ 黄褐色土プロック(,t,10mm)多拭
10 黒褐色土 10YR3/l 9階中に炭化物が集中して多砒焼士粒子 (</,1~2mm)少凪 しまりなし
11 黒褐色土 I OYR3/2 黄掲色士粒子 (</,!~5mm) 均等に含む しまり・粘性あり
12 にぶい黄橙色土 10YR6/4 ロームを主体とする
カマド
13 灰黄褐色土 10YR4/2 焼土粒子 (</,!~5mm)多凪炭化物粒子 (</,1~3DllD）微屈 しまり ・粘性あり
14 黒褐色土 JOYR3/l 灰を主体的に含む陪 焼士(<t>l~10mm)多拭炭化物粒子(<J>l~2mm)含む しまり ・粘性弱い
15 黒褐色土 10YR3/2 黄褐色士粒子(</,1~5mm)含む灰 ・炭化物粒子 (</,1~2mm)少絨 しまり ・粘性あり
16 掲色士 10YR4/4 黄褐色土（ ¢l~10mm) 多祉灰 ・炭化物粒子(</>1 mm)微祉 しまり ・粘性あり
17 暗褐色土 !OYR3/3 黄褐粘土粒子(,t,l~3mm)少砧 焼士粒子 (</,!~2mm) ・炭化物粒子 (</,1~2mm)微砧 しまり ・粘性あり
18 13屑中に焼土粒子（い～5皿）多茄 炭化物粒子(</>1 mm)微砧
19 にぶい黄褐色土 10YR5/4 地山士の削り出し袖 しまりあり 粘性ややあり（カマド袖）
貯蔵穴
20 褐灰色士 10YR4/l 地山上(<I>3~5mm)均等に含む焼士粒子 (</,1~2n皿）微依 しまり ・粘性あり
21 黒褐色土 10YR3/I 黄褐色土 ・青灰色砂プロック(</>5~10mm)多品 しまり弱い 粘性あり
22 黒色土 I OYR2/l 青灰色砂斑状に混入 しまり弱い粘性強い
23 オリーブ黒色士 5Y3/l 青灰色砂少拭 しまり弱い 粘性強い
ピット 1
24 黒褐色土 2. 5Y3/2 黄褐色土粒子 (</,1~3n1111) 多茄炭化物粒子 (</,1~2mm)微屈 しまり ・粘性あり
25 オリーブ黒色土 7.5Y3/l 青灰色砂 (</,1~5mm)斑に含む しまり弱い 粘性あり
26 オリープ黒色士 7.5Y3/l 青灰色砂(</>5~10mm) 多拭 しまり弱い粘性あり
ピット 2
27 黒褐色土 2. 5Y3/2 焼上粒子 (</,!~3111111) ・炭化物粒子 (</,1~2mm) 多屈 黄褐色土粒子 (</,!~3mm)均等に含む しまり ・粘性あり
28 オリーブ黒色土 7. 5Y3/J 黄褐色土 ・青灰色砂粒子 (</,1~5mm)均等に多拡 しまりあり粘性ややあり
29 オリーブ黒色土 7. 5Y3/l 青灰色砂（¢l~5n皿）均等に含む しまり弱い粘性ややあり
ピッ ト3
30 緑黒色土 7. 5GY2/I 黄褐色土粒子 (</,!~3n1111)少品 しまり ・粘性あり
31 暗緑灰色土 7. 5GY3/I 緑灰色砂を主体 黙褐色粘士少砧 しまり弱い 粘性強い
32 暗緑灰色土 2. 5Y3/l 緑灰砂を主体黒褐色粘士斑状に含む しまり弱い粘性強い
ピット 4
33 黒褐色士 2. 5Y3/l 黄褐色土粒子 (</,!~5mm)均等に含む しまり ・粘性あり

第391号住居跡カマド
34 黒褐色土 5YR3/l 焼士プロック(<I>5~20mm)極多祉炭化物粒子(,t,l~2mm)少甚 しまりあり 粘性ややあり
35 黒色士 N2/0 灰主体焼土プロック(</>5~20mm)含む しまり ・粘性ややあり
36 黒褐色土 10YR3/2 黄褐色土ブロック（が5~10mm) ・焼士粒子粒子 (</,1~5mm) ・灰少屈 しまり ・粘性あり

第120図第365• 391号住居跡（2)
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第122図 第365号住居跡出土遺物 (2)

第366号住居跡（第123• 124図）

0 -34 • 35グリッドにかけて検出された。第17号

方形周溝墓、第348• 375号住居跡、第726• 727 • 728 

号土坑、第765• 767 • 768号溝跡と重複していた。新

旧関係は、第17号方形周溝墓、第767号溝跡より新し

く、第348• 375号住居跡、第726• 727 • 728号土坑、

第765• 768号溝跡より古かった。

規模は、南北4.8m、東西5.2m、深さが0.13mで、

平面形態は方形をしていた。主軸方位は、 N-

54° -wであった。

カマドは、北壁のほぼ中央で検出された。カマド

の袖は、粘質の強い黒褐色土で構築されていた。燃

焼部は、南北92cm、東西80cm、深さが 9cmで、床面

からの掘り込みはほとんど確認できなかった。最下

層には薄い灰層を検出することができた。また、煙

道部は壁外に延び、先端は後世のピットで壊されて

いた。長さ62cm、幅42cm、深さが7cmであった。

燃焼部内からは、土製の支脚が出土している。

壁溝は、北・西壁の一部にのみ巡っており、幅13

~24cm、深さが2~5  cmであった。

ピットは 5本を検出した。配置からPl~4が主柱

穴であった可能性が高い。各柱穴の規模は、 Plが

48 x 44cm、P2カゞ56x 57cm、P3カゞ54X62cm、P4カゞ

68X33cmであった。
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第366号住居跡
1 暗灰褐色土 IOYR4/l 黄褐色土(<t,l~10mm)均等に含む 焼士粒子(</,1 mm) ・炭化物粒子(<f,1 mm)微品 しまり ・粘性あり
2 3陪に炭化物が集中しに含まれる部分
3 黒掲色士 10YR3/l 黄掲色土（ ¢l~5n皿）均等に含む 焼土粒子(<t,l~30¥Ill) ・炭化物粒子(<f,l~3mm) 少堡 しまり ・粘性あり

4 3屈中に焼土(<t,l~5111111)が集中して含まれる
5 黄褐色土 2. 5Y5/3 ローム主体 2居士を含む しまり ・粘性あり
6 黒色土 IOYR2/ I 炭化物粒子(<j,l~2mm) 多品地山士 (</>l~2mm) 少堡焼土粒子(<t,l~2mm)微猛 しまり ・粘性あり

カマド
7 黒掲色士 10YR3/2 焼土粒子(<f,l~10mm) ・黄褐色土ローム(</,I~3IDIIl) 少母 しまり・ 粘性あり
8 黒褐色士 10YR3/l 灰多藉焼土粒子(<t,l~10mm)均等に少菌炭(<j,l~2mm) 少拭 しまり弱い
9 黒褐色土 IOYR3/ I 黄褐色士ローム(</>2~10mm) 含む 焼土プロック(</>5mm) ・炭化物粒子（ ¢l~2mm)少枯 しまり・粘性あり

10 黒褐色土 IOYR3/2 黄掲色士(</)1~lOIIlln) 多是焼士粒千(<t,lDlill)微最 しまり・ 粘性あり
11 黒掲色土 ］OYR3/1 3陪土中に黄褐色土ブロック(<I>5~10111111) が含まれる陪 焼土プロック(<f,5mm) ・炭化物粒子 (</>I~2n皿）微且 しまり ・粘性あり（カマド袖）
ピット ］・ 2
12 黒掲色土 10YR3/2 黄褐色士ローム(<f,1~50¥Ill)少址 焼土粒子(<f,Imm) ・炭化物粒子(<t,lllllll)微伍 しまり ・粘性あり

13 黒掲色土 IOYR3/2 地山士(<t,l~lollllil）多星焼土粒子(¢ 1~2mm) 微盤 しまり・粘性あり
14 暗青灰色土 IOBG4/l 粘質土黒掲色土 (13陪士）を斑に含む しまりあり 粘性強い
15 黒褐色土 10YR3/2 黄掲色土ローム(<t,l~5mm)少駄焼士・炭化物粒子 (</,1111111)微歴 ローム(<I>5~10mm) 含む しまり・粘性あり
16 黒掲色土 10YR3/2 黄褐色土 ・15層土を斑状に多菌焼土粒子(<t,l~2nlll)微菰 しまりあり 粘性強い

ピット 3
17 黒掲色土 IOYR3/2 黄掲色土ローム(<f,l~51lllll)均等に多祉 しまり ・粘性あり
18 黒褐色土 !OYR2/2 2居土少拭含む炭化物粒子 (</,1~2皿）微星 しまりあり 粘↑生強い
19 青黒色士 10BG2/l 粘質土炭化物粒子(<t,l~5mm)底近くで多駄青灰色砂 (¢1~2mm) 少呈 しまり弱粘性強い

ピット 4
20 黒褐色土 IOYR3/2 黄掲色士ローム(<f,l~5mm)斑状に含む 焼土粒子(<t,l~2mm) ・炭化物粒子 (1~51Illll)微佳 しまり ・粘性あり

21 黒褐色土 10YR3/2 黄褐色土ローム ・宵黒土多最 しまりあり 粘性強い
22 青黒色土 10BG2/l 粘質土吉灰色砂(<t,l~2mm)少母 しまりあり 粘性強い
23 青灰色士 10BG5/l 青灰色砂と22層をほぼ同位に含む しまりあり 粘性強い

ピット 5
24 黒掲色土 IOYR3/2 黄掲色士ローム（い～2mm)少星焼土粒子微盤 しまり・粘性あり
25 黄褐色土 2. 5Y5/3 ロームを主体として24居士とまじり合う 焼土粒子 (¢1U¥Ill)微旦 しまり・粘性あり
26 黒褐色土 10YR2/2 地山土（ローム(<f,l~5mm)) ・青灰色粘士粒子(<Pl~5mm)少屈 しまりあり 粘性強い

第124図第366号住居跡（2)

P5は、 PlとP3のほぼ中間に位置し、深さは他

のピットと比べ浅めであった。主柱穴を補助するた

めのピットであった可能性が考えられる。対になる

ピットは、第348号住居跡に壊されて検出できなかっ

た。規模は、 36X29cmであった。

遺物は、古墳時代後期の須恵器、土師器の小片が

少量出土している。

第125図1• 2は、須恵器の蓋である。2点とも天

井部にヘラケズリが施される。3~5は、土師器の

坪である。3は比企型杯で、口縁部外面から内面に

かけて赤彩が施される。4• 5は、有段口縁坪であ

る。
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第125図 第366号住居跡出土遺物

第367号住居跡（第126• 127図）

N • 0 -33グリッドにかけて検出された。第332• 

333 • 342 • 356号住居跡、第400号井戸跡、第692• 

711 • 716号土坑、第752• 779号溝跡と重複していた。

新旧関係は、第332• 333 • 342号住居跡、第400号井

戸跡、第692• 711 • 716号土坑、第779号溝跡より本

遺構の方が古かった。第356号住居跡、第752号溝跡

との関係は不明である。

規模は、南北6.2m、東西6.6m、深さが0.15~0.23m

で、平面形態は整った正方形をしていた。主軸方位

は、 N-52°-Eであった。

覆土は、 4層からなる自然堆積であった。カマド

前面の床面直上では、灰が互層になった黒褐色土の

薄い堆積を確認した。

カマドは、住居跡南壁の東寄りで検出された。カ

マド袖は、細く長いもので、作り付けであった。袖

の内壁は、被熱のために赤く硬化していた。燃焼部

は、南北113cm、東西42cmで、明瞭な掘り込みは検出

できず、床面より僅かに低くなっていた。底面には

暗灰色の灰層を確認できた。煙道部は大きく壁外に

延びており、長さ113cm、幅28cm、深さが7cmであっ

た。先端部には、浅い小ピットを検出することがで

きた。
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第367号住居跡
1 暗茶掲色土 2. 5Y3/2 暗茶掲色のしまりある土主体 黄褐色土粒子(</J5mm) 

少～中屈灰色土粒子(</J3mm)少基焼土粒子(</J5mm) 

微姑 しまりあり 粘性ややあり

2 暗灰黄色土 2. 5Y4/2 暗灰黄色のしまりある士 青灰色士プロック(<j,10~ 

20mm)多依暗灰色土少址 しまりあり 粘性ややあり

3 謀褐色土 2. 5Y3/1 黒褐色に近い灰色の灰層 灰居が 2屈帯状に混入 黄褐

色土プロック (¢lo~20mm)灰展と灰屈の間に斑に含む

焼土粒子(</J2mm)微呈 しまり ・粘性ややあり

3' ほぼ3陪と同じで灰と焼士を含まず ロームプロックは宵灰色(</J10~20mm)少鼠

4 掲灰色土 10YR4/ l 暗灰色のやや粘性のある士 黄褐色士プロック(</>10~ 

20mm)斑に含む（それぞれ50％ずつくらい混入）

しまりあり 粘性ややあり

カマド
5 黒褐色土 ］OYR3/] 黒掲色のしまりある士 焼士プロック(</JlO~20mm) 

多歯黄褐色土粒子(</J5mm)陪下部に少誌 しまり

あり 粘性なし

6 黒褐色士 IOYR3/2 暗茶褐色のしまりある土 黄褐色土粒子(</J2mm)斑に

含む 焼士粒子(¢3mm)微枇 しまりあり 粘性なし

7 黒褐色土 10YR3/2 茶褐色のしまりある士 黄掲色士粒子 (</,5llllU) ・焼土

粒子(q,3mm)斑に含む炭化物粒子(</J3mm)少餓

しまりあり 粘性なし

8 暗灰色士 2. 5Y4/l 暗灰色のしまりある土 装褐色士粒子(</>2mm) ・焼土

粒子 (¢2~5uIn)少枯灰色の灰少茄 しまりあり

粘性なし

9 暗黄褐色土 2. 5Y3/2 暗黄褐色のロームブロック主体 焼土ブロック(</J5~ 

10mm)少～中堡 （特にカマド奥部の方に多く含まれる）

恩下部が焼けた赤褐色に変色している しまりあり

粘性なし
9'暗赤褐色土 7. 5YR3/3 9居が焼けた暗赤褐色に変色している しまりあり

粘性なし

lO 暗灰黄色土 2. 5Y4/2 見た感じ暗緑灰色（黄褐色士の変色したもの） 黄褐色土

プロック主体の士 しまりあり 粘性なし

］］ 暗黄灰色上 2. 5Y3/2 黄褐色土プロック主体灰色土粒子 (</,5mm)少拭

しまりあり 粘性なし

l2 黒褐色士 !OYR3/] 暗灰色の灰を多飛 暗灰色のシルト質土少俵 しまり ・

粘性なし

ピット I• 2 • 5 
13 黒褐色士 IOYR3/l 黒褐色のしまりある士 黄掲色士粒子(¢2IIlill）少紐

しまりあり 粘性なし

14 掲灰色土 IOYR4/] 黒褐色に近い暗灰色のやや粘性のある土 黄褐色

土粒子(;/,3~5mm)少～中埜焼土プロック(,t,5mm) 

微旦 しまりあり 粘性ややあり

15 褐灰色土 IOYR5/l 灰色粘質土灰色シルト斑に含む 黄褐色（灰色）

士粒子(<I>2~3mm)少見 しまりなし粘性強い

16 黒褐色土 ］OYR3/I 黒っぽい暗灰色の灰多絋 焼士粒子(;/,2~5lillil） 

ピット 3

中～多益黄褐色土粒子(;/,3mm)少祉 しまり

粘性弱い

17 褐灰色士 IOYR4/l 暗灰色のしまりある士含む 黄褐色士粒子(¢IIIlill）

多拭しまりあり 粘性なし

18 褐灰色上 IOYR4/2 I 7屑とほぽ同じ I 7囲より明るい 黄褐色土主体

しまりあり 粘性ややあり

19 掲灰色士 IOYR4/l 暗灰色粘質土 黄褐色士粒子（が2mm)斑に含む

しまりややあり 粘性あり

ピット 4
20 灰装オリーブ色土 5Y5/2 灰黄オリーブのしまりある土（ローム主体）灰色土

少屈 しまりあり 粘性なし

21 暗緑灰色士 5Y4/l 暗緑灰色のやや粘性のある士 青灰色士粒子•(;/, 5 
IIllll)多試 灰色粘質士斑に含む しまりあり 粘性

ややあり

22 緑灰色土 5G4/] 緑灰色の粘性の強い土 緑灰色シルト斑に含む

しまりややあり 粘性強い

23 暗緑灰色士 5G4/l 暗緑灰色の粘性の強い士 暗緑灰色シルト少堡

しまりややあり 粘性強い

第127図第367号住居跡（2)

壁溝は、東壁を除く範囲に全周し、幅12~23cm、

深さが4~7cmであった。

ピットは 5本を検出した。Pl~3の3本が、ピッ

トの堆積状況や位置などから、主柱穴と考えられる。

北西部分のピットは、第333号住居跡と重複しており、

検出することができなかった。各柱穴の規模は、 Pl

が34X59cm、P2が35X47cm、P3が26x 39cmであっ

た。P4は東壁際で検出され、平面形態が楕円形をし

ていた。規模は、長軸86cm、短軸82cm、深さが78cm

であった。ピットの形状だけで考えると、貯蔵穴と

して使用されていた可能性が考えられる。P5は、 P

1と接しており、深さも浅く、性格は不明である。

規模は、 26X22cmであった。

遺物は、遺構の重複がほとんどなかった南東コー

ナ一部に集中して出土している。

第128図1~3は、土師器坪である。1• 2は模倣

坪である。3は北武蔵型坪で、口縁部外面から内面

にかけて赤彩が施される。4は、 P4から出土した小

型の土師器高杯で、外面と坪部内面が赤彩される。

6は、土師器の台付鉢である。P4の下層とカマド左

脇から出土した破片が接合している。8~17は、土

師器の甕である。8の内面には、指頭圧痕が明瞭に

残る。

第368号住居跡（第129図）

M • N-34グリッドにかけて検出された。第16号

方形周溝墓、第352• 377号住居跡、第715• 751号土

坑、第729号溝跡と重複していた。新旧関係は、第16

号方形周溝墓、第377号住居跡、第751号土坑より新

しく、第352号住居跡、第715号土坑、第729号溝跡よ

り古かった。

本住居跡は、床面が2枚検出できたことから、拡

張をしていることがわかった。拡張後の住居跡は、

南壁のみ約 lm拡幅し、床面が一段高くなっていた。

拡張前の住居跡の規模は、南北2.7m、東西4.0m、

深さが0.21~0.33mで、平面形態は東西に長い長方形

をしていた。

-125-

壁溝は、北壁のみ巡り、幅0.17cm、深さが0.07cmで

あった。

拡張後の住居跡の規模は、南北3.8m、東西4.0m、

深さが0.12mで、平面形態は正方形をしていた。

主軸方位は、 N-65° -Eであった。
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第128図 第367号住居跡出土遺物
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第368号住居跡

1 黒褐色士 10YR3/l 黒褐色のしまりある士焼士プロック(</>10mm)少盤 しまりあり 粘性なし

2 黒褐色土 10YR3/2 暗茶褐色のしまりある土黄褐色土プロック（い0~30mm)斑に含む しまりあり 粘性なし

3 黒褐色上 !OYR3/l 黒褐色のしまりある土黄褐色士粒子（が2mm)少～中母暗灰色シルト少址焼士粒子(<1>3皿n)

・炭化物粒子(</>3mm)微且 しまりあり 粘性なし

4 黒褐色士 10YR3/2 暗茶褐色のしまりある土黄褐色土プロック(</>20mm)少～中菌 しまりあり 粘性弱い

5 褐灰色土 10YR4/l 暗灰色のしまりある土黄褐色土粒子(</>3mm)少最 しまりあり 粘性なし

6 褐灰色土 10YR4/l 暗茶褐色がかった暗い灰色のしまりある土 黄褐色士プロック(<I>5~10mm)少批 しまりあり

粘性なし

7 黒褐色士 10YR3/l 黒褐色のしまりある士黄褐色士プロック(<I>5~8mm)斑に含む しまりあり 粘性弱い

8 黄褐灰色士 10YR4/2 黄褐灰色のしまりある土 黄褐色土粒子(</>2mm) ・灰色土少抵 しまりあり 粘性なし

9 黄掲灰色土 10YR4/2 黄褐灰色のしまりある土 黄褐色土粒子 (</>l~3Dllll)斑に含む 焼土粒子（が3mm)少拡

しまりあり粘性なし

10 褐灰色士 10YR4/l 暗灰色のシルト質士でしまりある土 黄褐色土粒子(<1>1mm)微嚢

11 黒色士 10YR2/l 黒色炭化物恩 暗茶褐色土少品 しまり ・粘性弱い

カマド

12 茶褐色土 lOYR4/2 やや暗灰色がかった茶褐色のしまりある士 黄褐色士プロック(<I>5~10mm)少試 しまりあり

粘性なし

12'12層と同じ＋焼士プロック(</>10mm)含む

13 黒褐色土 10YR3/2 暗茶褐色のしまりある土 焼土ブロック(</>10~30mm)斑に含む灰色シルト少巌 しまりあり

粘性ややあ り

14 黒褐色土 l0YR3/l 暗灰色の灰層多愚焼士粒'f(<I> 3~5mm)斑に含む黄褐色土粒子(</>5mm)少盤茶褐灰色土

少菰炭化物 ・動物の件を含む しまり弱い粘性なし

15 褐灰色土 I OYR4/l 暗灰色のしまりある土 黄褐色土粒子(1/J3mm) 多試 暗灰色の灰斑に含む焼土プロック(¢

50IIll)少兄しまりあり 粘性なし

16 褐灰色士 10YR4/l 15厨と似ている 黄褐色土粒子が15層より多い しまりあり 粘性弱い

17 褐灰色土 10YR4/l 黒掲色に近い暗灰色のしまりある土 黄褐色土ブロック（が5~8un)少凪灰色シルト斑に含む

焼土粒子(</>3mm)微星 しまりあり 粘性なし（カマド袖）

ピット 1
18 黒褐色士 10YR3/l 暗灰色の灰陪多拡 焼士粒子(<I>3~5mm)斑に含む 黄褐色土粒子(</>5mm) ・茶褐灰色土少呈

しまり弱い 粘性なし

19 褐灰色土 10YR4/l 茶褐色がかった暗灰色のしまりある士 黄褐色士プロック(</>10~30mm)多拭 しまりあり

粘性なし

ピット 2 • 3 
20 黒褐色土 10YR3/l 黒褐色のしまりある土黄褐色土プロック(</>10mm)多量 しまりあり 粘性なし

2m  
ヽ

I •的

第129図第368号住居跡
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カマドは、住居跡の西壁で検出された。古いカマ

ドが確認できなかったことから、カマドは拡張前と

後では同じものを使用していたと考えられる。カマ

ド袖は、暗灰色のしまりある土で構築されていた。

燃焼部は、東西50cm、南北40cm、深さが18cmであっ

た。煙道部は壁外に細く延び、長さ67cm、幅17cm、

深さが18cmであった。燃焼部から煙道部にかけてカ

マドの内壁は被熱のため赤く硬化していた。また、

カマドから前面の床面にかけて灰が大きく拡がって

いた。覆土下層の灰層 (14層）からは、動物の骨片

が多量の灰とともに出土している。

壁溝は、北壁から東壁にかけて巡り、幅11~25cm、

深さが3~8 cmであった。

ピットは 3本を検出した。Plはカマド燃焼部の前

面で検出された。覆土には灰を多量に含み、掘り込

みは深くないことから、カマドの灰を処理するため

の遺構と考えられる。規模は、 48x 10cmであった。P

2 • 3は、掘り込みが浅く、位置も規則的ではない

ことから、主柱穴とは考えにくく、その性格は不明

である。各ピットの規模は、 P2が28x 15cm、P3が

37X 7 cmであった。

遺物は、覆土から古墳時代後期の土師器片が少量

出土している。

第130図1は、覆土下層から出土した土師器坪であ

る。比企型杯で、口縁部外面から内面にかけて赤彩

が施される。2は、大型の土師器模倣杯である。

疇 ロ 三 ／ 
10cm 
1:4 

第130図 第368号住居跡出土遺物

<{i 

。も
．
 
v̀ 

SJ369 6' 

B-¥¥
 SDJ60 

排
水
溝

B~.9m _B_' 

置言冒言言

E

6

9
l

イ
f

第369号住居跡
1 患褐色土 !OYR3/2 共褐色土粒子($1~2mm)・拍褐色士プロック($3~5Ullll)多品

2m  
1:60 

第131図 第369号住居跡

第369号住居跡 （第131図）

K • L -35グリッドにかけて検出された。住居跡

の大部分は調査区域外に延びており、全体を調査す

ることができなかった。また、調査開始前に掘削し

た排水溝により、西側の一部が壊されていた。住居

跡の中央部分は、中世の第760号溝跡が走行し、床面

が大きく壊されていたため、住居跡の残りがあまり

良くなかった。

検出された範囲は、南北3.9m、東西2.8m、深さが

0.07mで、平面形態は方形をしていたと思われる。床

面は、ほぼ平坦であった。主軸方位は、 N-36°

Eであった。

覆土は、 1層からなる自然堆積であった。

カマド、壁溝、ピットなどの付属施設は検出でき

なかった。

遺物は、 北壁寄りの床面直上から古墳時代後期の

土師器甕が出土している。他に、覆土中から土師器婉、

高杯片などが少量出土しているが、図示できるもの

がなかった。
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第370号住居跡（第108• 109図）

N -33 • 34グリッドにかけての第16号方形周溝墓

の方台部内で検出された。第344• 347 • 362 • 364号

住居跡と重複していた。新旧関係は、第364号住居跡

より新しく、第347• 362号住居跡より古かった。北

側で壁を接していた第344号住居跡との関係は不明で

ある。

規模は、南側を第370号住居跡と重複していたため、

全体の形状は確認できなかった。検出された範囲は、

南北3.8m、東西4.lm、深さが0.01~0.13mで、平面形

態は正方形に近い形をしていた。主軸方位は、 N-

25° -wであった。

カマドは検出することができなかった。

壁溝は、第364号住居跡と重複して壁面が検出でき

なかった西壁部分を除いた範囲に全周していた。規

模は、幅17~30cm、深さが4~9 cmであった。

貯蔵穴は、北東コーナー寄りで検出された。規模

は、長軸103cm、短軸75cm、深さが76cmで、平面形態

こニーこ □三

｀ 
］三ロ

，`` ロ
:3  

は東西に長い楕円形をしていた。覆土中～下層にか

けて、土師器片が少贔出土している。

住居跡のほぼ中央部からは、床面から掘り込まれ

た土坑が 1基検出された。長軸30cm、短軸27cm、深

さが76cmで、平面形態が楕円形をしていた。断面の

形状は、貯蔵穴とほぼ同じであった。性格について

は不明である。

ピットは 2本を検出した。P2からは、上層断面で

柱材の痕跡が確認できたが、住居跡の中央部分に位

置するため、柱穴であるかは不明である。規模は、 P

1が39x26cm、P2が47X40cmであった。

遺物は、床面から滑石製臼玉 4点や覆土中から土

師器坪片などが多贔に出土した。

第132図lは、土師器の皿である。2~11は、土師

器の杯である。 2 • 3 • 5~7 • 9 • 11は、黒色処

理が施される。 13は、須恵器の高杯脚部片で、 二段

の透かしが残る。 15の土師器鉢は、底面に木葉痕が

認められる。
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第132関 第370号住居跡出土遺物
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第371号住居跡
1 灰黄褐色土 10YR6/2 黄褐色土プロック(<I>2~5mm)多祉 焼土粒子

(,Pl~2mm)・炭化物粒子（ ¢l~2mn1) 微品
カマド

2 灰黄掲色士 10YR6/2 黄褐色士プロック(<I>2~10mm) 多抵 焼土粒子
げ 1~2mm)・炭化物粒子(,Pl~2D1111)少星

3 黒褐色土 1 OYR3/I 灰囲 焼土粒子 (¢l~2mn1) 少址

2m 
1:60 

B 16.9m B' 
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第133図第371号住居跡

第371号住居跡 （第133図）

L -35グリッドで検出された。第372号住居跡、第

742号土坑と重複していた。新旧関係は、第372号住

居跡より新しく、第742号土坑より本遺構の方が古か

った。

規模は、南北3.6m、東西4.0m、深さが0.08mで、

平面形態は方形をしていた。主軸方位は、 N-

71° -Eであった。

覆土は、 1層からなる自然堆積であった。

カマドは、住居跡の東壁中央部分で検出された。

カマド袖は短く、作り付けであった。また、あまり

被熱した様子がないため、短期間で廃絶された可能

性が高い。燃焼部は、東西62cm、南北47cm、深さが

3 cmで、床面からの掘り込みはほとんど認められな

かった。底面には灰層 (3層）が薄く堆積していた。

2層の灰黄褐色土は、地山土のブロックを多量に含

んでおり、カマドの天井部が崩落した層と考えられる。

床面は、ほぼ平坦であった。

壁溝は、北壁と西壁に部分的に巡り、幅10~17cm、

深さが3~4 cmであった。

ピットや貯蔵穴は確認できなかった。

遺物は、カマド左袖脇に古墳時代後期の土師器片

が固まって出土している。細かく割れた破片が多く、

接合率が悪いため、ある程度の形に復元できた遺物

は少なかった。

第134図1は、 土師器の杯である。身模倣杯で、黒

色処理が施される。2は、土師器の鉢である。3は、

土師器甕の底部片である。底部は平底ではなく、や

や丸味をもち、安定感に欠ける。

- 1  
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第134図 第371号住居跡出土遺物

-130-



＼ 

□ロ
SJ372 

B 

八Q:

SJ371 

乳

＜ 

I 10:` ｀澤 CI69m C' 
一 ヵマド ー・

ベ I‘‘‘＼ヽ、言言

E
6
9
1
11 

， 
D 16.9m D 

貯蔵穴

第372号住居跡

1 灰黄掲色土 IOYR4/2 黄褐色土ブロック(</>2~10mm) 

多砧焼士粒子(</>2~5mm)炭化物

粒子(</>2~5Dllil)少砧

2 灰黄褐色土 10YR4/2 黄褐色土プロック(</>2~10mm) 

多品

カマド
3 褐灰色士 IOYR4/l 焼士プロック（が 2~IOnun) 多址

炭化物ブロック(</>2~10mm)少最

黄褐色土ブロック(</>2~5mm)少品

4 褐色土 JOYR4/6 焼土(</>2~5mm)少益下屈に1mm

程度の灰層

貯蔵穴

5 褐灰色土 IOYR4/1 黄褐色土粒子(,t,1~2mm) ・黄褐

色土プロック(</>3~10mm)多且

6 黒色粘質土 2. 5Y2/1 緑灰色土粒子(,t,J~2mm) ・緑灰

色士プロック(</>3~5mm)少贔

2m  
1:60 

B 16.9m 
B' 

SJ371 SD777 S0778 S0766 

第135図第372号住居跡

第372号住居跡 （第135図）

L • M-35グリッドにかけて検出された。第371• 

382号住居跡、第743号土坑、第766• 777 • 778号溝跡

と重複していた。新旧関係は、第382号住居跡より新

しく、第371号住居跡、第743号土坑、第766• 777 • 

778号溝跡より古かった。

規模は、南北3.8m、東西3.8m、深さが0.12mで、

平面形態は正方形をしていた。主軸方位は、 N-

70° -Eであった。

覆土は、 2層からなる自然堆積であった。

カマドは、東壁のほぼ中央で検出された。燃焼部

は、東西37cm、南北32cmで、床面とほぼ同じ高さで

あった。煙道部は壁外に延び、長さ37cm、幅31cm、

深さが6cmであった。

貯蔵穴は、カマド右脇の南東コーナ一部寄りで検

出された。規模は、長軸74cm、短軸61cm、深さが59

cmで、平面形態は南北に長い楕円形をしていた。

第136図1• 2は、土師器の坪である。身模倣杯で、

黒色処理が施される。

｀ 
一

!Ocm 
l:4 

第136図 第372号住居跡出土遺物
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第373号住居跡
1 黒褐色土 10YR3/2 黄掲色土粒子（が2mm)斑に含む黒褐色土少址焼土粒子(q,3mm)微融 しまりあり 粘性なし
貯蔵穴
2 黒褐色土 10YR3/2 黄褐色士(<Pl~3OIIllil）斑状に含む 焼士粒子(¢ l~2mm) ・炭化物粒子(¢ I~2mm)微・品
3 黒褐色士 10YR3/l 黄褐色士(q,l~30mm)多批者灰色粘士粒子 (¢1~5mm)少姑 しまりあり 粘性強い
4 黒褐色土 10YR3/l 音灰色粘土(<Pl~10mm)部分的に其中して混入 しまりあり 粘性強い

2m  
1 OO 

第137図第373号住居跡

第373号住居跡 （第137図）

0 • P -34 • 35グリッドにかけて検出された。第

17号方形周溝墓、第348• 366 • 374 • 379号住居跡、

第406号井戸跡、第720• 723 • 724 • 725 • 732号土坑、

第765• 779号溝跡と重複していた。新旧関係は、第

17号方形周溝墓より新しく、 第348号住居跡、第406

号井戸跡、第720• 723 • 724 • 725 • 732号土坑、第

765 • 779号溝跡より古かった。第366• 374 • 379号住

居跡との切り合いは不明であった。

規模は、南北4.lm、東西4.0m以上、深さが0.12~

0.14mで、平面形態は方形をしていたと思われる。主

軸方位は、 N-3° -Eであった。

カマド、 壁溝は検出することができなかった。

貯蔵穴は、北西コーナ一部で検出された。長軸59

cm、短軸56cm、深さが33cmで、平面形態は円形をし

ていた。下層から土師器の甕底部が出土した。

遺物は、古墳時代後期の土師器片が多量に出土し

ているが、図示できたものは少なかった。

に―-~1

10cm 
I : 4 

第138図 第373号住居跡出土遺物
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第374号住居跡（第139図）

P -34 • 35グリッドにかけて検出された。東側は

調査区域外に大きく延びていたため、全体を調査す

ることができなかった。第17号方形周溝墓、第373• 

379号住居跡、第724号土坑と重複していた。新旧関

係は、第17号方形周溝墓、第379号住居跡より新しく、

第724号土坑より古かった。第373号住居跡との関係

は不明である。

規模は、推定南北3.0m、東西1.6m以上、深さが

0.24mで、平面形態は方形をしていたと思われる。主

軸方位は、 N-36°-Wであった。

カマド、壁溝などの付属施設は検出することはで

きなかった。

遺物は、古墳時代後期の土師器模倣坪、比企型杯、

鉢、小型甕などの破片が出土しているが、図示でき

るものがなかった。
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第374号住居跡
1 黒褐色士 10YR3/l 黄褐色士(¢ 1~10mm)やや斑に含む しまり ・粘性あり

2 黒掲色土 !OYR3/J 黄褐色士～緑灰色士(<Pl~10mm)斑に含む 焼土粒子(<P

Imm) ・炭化物粒子(<Plmn1)微足 しまり ・粘性あり

3 黒褐色土 10YR3/J 黄褐色～緑灰色土(<t,l~20mm)含む しまり・粘性あり

第379号住居跡
4 黒褐色士 JOYR3/ l 黄褐色士粒子(<Pl~2llllD）均等に少蘭 焼土粒子(<Pl~

2mm) ・炭化物粒子(<Pl~2IIllll）微屈 しまり・粘性あり

5 累褐色土 JOYR3/l 炭化物を恩状に含む

第375号住居跡（第140図）

0 -35グリッドの谷部への落ち際で検出された。

第17• 18号方形周溝墓、第366号住居跡、第740号土

坑、第767• 768号溝跡と童複していた。新旧関係は、

第17• 18号方形周溝墓、第366号住居跡、第767号溝

跡より新しく、第740号土坑、第768号溝跡より古か

った。

2m  
1:60 

規模は、南北3.5m、東西3.9m、深さが0.27~0.35m

であった。平面形態は、北東部にやや歪みがあった

が、方形をしていた。標高が低い部分で検出された

にも関わらず、床面までの掘り込みが深くまで残存

していた。主軸方位は、 N-84° -Eであった。

覆土は、 8層からなる自然堆積であった。覆土上

層には、炭化物を主体とする薄い層 (2層）が堆積

していた。

カマドは、住居跡西壁のやや南寄りで検出された。

カマド袖は作り付けで、黒褐色土 (18層）と褐灰色

上 (19層）で構築されていた。燃焼部は、東西66cm、

南北44cm、深さが3cmで、床面からの楕円形の浅い

掘り込みがあった。煙道部は、細く壁外に延びてお

り、長さ72cm、幅22cm、深さが9cmであった。

覆土下層には、 3枚の薄い灰層（14• 15 • 17層）

を検出した。

壁溝は巡らされていなかった。

貯蔵穴は、カマド左袖脇の南西コーナ一部で検出

された。規模は、長軸93cm、短軸69cm、深さが42cm

で、平面形態は東西に長い楕円形をしていた。

ピットは 5本を検出した。柱痕は確認できず、形

態も一定していなかったことから、主柱穴である可

能性は低い。各ピットの規模は、 Plが27x 24cm、P

2カ'61x 67cm、P3カゞ49X16cm、P4カ唸2X23cm、P5 

が87X9 cmであった。

第141図1• 2は、大型の土師器坪である。 1は、

ほぼ完形で、貯蔵穴内から出土している。3は、 P4

脇から出土した土師器甕の口縁部片である。4は、

貯蔵穴脇から出土した土師器甕の底部片である。

第139図第374• 379号住居跡
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第375号住居跡

1 黒褐色土 !OYR3/I 炭（<t>l~2mm)含む 黄褐色士粒子(<t,l~2皿）微枇 しまり ・粘性あり
2 黒色土 10YR2/l 炭化物を主体とする陪 しまり・粘性弱い
3 黒褐色土 10YR3/l 黄褐色士・宥灰色粘土（ ¢l~20mm) 不均等に含む 炭化物粒子(<t,l~3mm) 部分的微最 しまり・粘性あり
4 暗褐色士 10YR3/3 黄掲色土(<t,l~10mm) 均等に多散 しまり・粘性あり
5 黒褐色土 !OYR3/2 黄褐色土・青灰色粘土粒子(~ 1~5mm)少品 炭化物粒子(<t>l~10mm) 部分的に含む しまり ・粘性あり
6 黒褐色土 10YR3/l 黄褐色士•青灰色粘士(<t> l~10mm) 均等に含む 炭化物粒子(<t,1mm)微拡 しまり ・粘性あり
7 黒褐色土 10YR3/l 青灰色粘士(<t>l~5Illill)少伍 焼土粒子(<t,l~2mn1) ・炭化物粒子(<I>1mm) しまりあり 粘性強い
8 黒褐色士 10YR3/l 青灰色粘土（い～2mm) 少旦 しまりあり 粘性強い
カマド

9 褐灰色土 10YR4/l 緑灰色土粒子 (¢l~2mm) 均等に含む焼士粒子(~ 1~5mn1)少品炭化物粒子(<I>1mm)微机 しまりあり 粘性ややあり
10 黒色土 10YR2/l 炭化物粒子(<t>1mm) 多址焼土粒子(<I>2~10麟）部分的に多く含む緑灰色土粒子(<t,l~2mm)微菌 しまりあり 粘性弱い
11 緑灰色士 7. 5GY6/l 地山を主体とする 9陪土を少祉 しまり・粘性あり
12 にぶい赤褐色土 5YR5/4 焼土を主体灰少紐 青灰色粘土粒子(<t>l~2mm) 少最 しまり ・粘性あり
13 青灰色土 5BG6/I 粘土プロック しまりあり 粘性強い
14 青黒色土 5PB1. 7 /1 灰層中に焼士プロックが集中して堆積する しまりあり 粘性ややあり
15 青黒色士 5PB1. 7/1 灰の純居 しまりない粘性ややあり
16 青灰色士 5BG6/l 地山土プロック
17 暗灰色土 N3/ 灰を主体地山土プロック混入 しまり弱い粘性ややあり
18 黒褐色士 10YR3/2 黄褐色土 ・緑灰色土粒子(<t,l~5mm)均等に含む 焼土粒子(<I>1~2mm) ・炭化物粒子(<t>l~2mm1)少伍 しまり ・粘性あり
19 褐灰色土 10YR4/l 緑灰色土 ($1~10mm) 多貸 しまり ・粘性あり
20 黒褐色土 10YR3/2 緑灰色土粒子(<t>l~2n1Ill)微屎 しまりあり 粘性ややあり
貯蔵穴
21 オリープ黒色士 7. 5Y3/l 粘質士緑灰色土(~ 1~2mm) 均等に含む しまり・粘性あり
22 黒色土 10YR2/l 粘質土緑灰色土（い～2mm)微贔 しまりあり 粘性強い
23 黒色土 10YR2/l 粘質土灰色粘土含む緑灰色土粒子(<t,J~2mm) 微伍 しまりあり 粘性強い
24 オリープ黒色土 7. 5Y3/l 緑灰色土粒子(<t,l~5mm) 多最 しまり ・粘性あり
ピット 1 • 4 
25 暗オリープ灰色士 2.5GY3/l 粘質士 緑灰色士粒子(<t,l~5mm) 均等に含む しまりややあり 粘性強い
ピット 2 • 3 
26 暗オリープ灰色土 2.5GY3/l 粘質土緑灰色土粒子(<t,l~5mm) 均等に含む しまりややあり 粘性強い
27 暗オリーブ灰色土 2.5GY3/l 粘質土緑灰色土(<t>l~10mm) 多岳 しまりややあり 粘性強い

第140図第375号住居跡
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第141図 第375号住居跡出土遺物

第376号住居跡（第142~145図）

N-35グリッドで検出された。南側は谷部へと至

るため、標高がやや低くなる地点にあった。第365• 

389号住居跡、第8号竪穴状不明遺構、第731号土坑、

第762• 764 • 780号溝跡と重複していた。新旧関係は、

第389号住居跡より新しく、第365号住居跡、第 8号

竪穴状不明遺構、第731号土坑、第762• 764 • 780号

溝跡より古かった。

規模は、南北6.8m、東西6.7m、深さが0.30mであ

った。平面形態は、隅がやや丸味をもつ正方形をし

ていた。主軸方位は、 N-70° -Eであった。

住居跡の床面近くには、炭化物や焼土が多量に堆

積しており、建築部材と考えられる炭化材も検出さ

れたことから、本住居跡は消失して廃棄された可能

性が高い。今回報告する住居跡では、消失家屋の可

能性が考えられるのは本遺構のみである。そのこと

から、廃絶の際に人為的に燃やしたものではなく、

過失により焼け落ちたものと考えられる。

カマドは、住居跡東壁のやや南寄りで検出された。

カマド袖や燃焼部は明確に検出することができず、

確認できたのは、壁外に細く延びる煙道部だけであ

った。煙道部は、長さ79cm、幅31cm、深さが12cmで

あった。底面に薄い灰層を確認することができた。

また、第389号住居跡と重複する部分で、煙出しの天

井部分を検出することができた。

壁溝は、部分的に途切れた部分があったが、ほぼ

全周 していた。規模は、幅11~30cm、深さが5~22 

cmであった。

貯蔵穴は、南東コーナ一部で検出された。規模は、

長軸111cm、短軸77cm、深さが64cmで、平面形態は

不整楕円形をしていた。

ピットは17本を検出した。Pl~4が主柱穴と考え

られる。Plが67X78cm、P2が57X95cm、P3が75X

73cm、P4が52x 72cmで、全てに柱材の痕跡を確認す

ることができた。

他のピットの規模は、 P5が50X140cm、P6が24X

26cm、P7が26X59cm、P8が57X6lcm、pgが54x8 

cm、Pl0が37X16cm、Pllは58X19cm、Pl2は37x7 cm、

Pl3は49x 34cm、Pl4は67Xl7cm、Pl5は46x 8 cm、

Pl6は38X40cm、Pl7は69X50cmであった。

掘り方は、東壁側が他と比ベ一段深く掘り下げら

れており、整然と掘削された感じはなかった。

遺物は、床面に近い高さから多量の須恵器、土師

器片が出土している。坪などの小型の遺物が多く、

甕や壺などの大型品が少ないのが特徴である。

第146図1~ 3は、須恵器坪蓋である。4 • 5は、

須恵器の杯身である。 6~14は土師器の坪で、 6. 

7は模倣坪、 8 • 9は有段口縁坪、 10は比企型坪、

11~14は身模倣杯である。6 • 7 • 9 • 11 • 13 • 14 

は黒色処理が、 10には赤彩が施される。13• 14の内

面には、やや雑な放射状暗文が施される。14は、底

部外面にも暗文状のミガキが施される。15は、黒色

処理された土師器塊である。17~20は、須恵器の壺

である。19はp6から出土した壺の口縁部片で、ロ
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第376号住居跡
1 掲灰色土 IOYR4/! 黄褐色土は 1~10mm)少鈷焼土(<t,l~20mm) ・炭化物(<t,l~20mm) を均等に多批 しまり ・粘性あり

2 褐灰色士 IOYR4/I 黄褐色土 (<t,1~10mm)少星焼上粒子(<t,!~2mm) ・炭化物粒子(<t,l~5mm)少拡 しまりあり 粘性ややあり

3 にぶい黄橙色士 IOYR6/4 黄掲色地山士を主体とする層 焼土粒子（い～10mm) ・炭化物粒子(<t,I~3mm)少址 しまりあり 粘性ややあり

4 黒褐色土 !OYR3/I 焼土(<t,l~IOnIn)集中して多屈炭化物(<t,l~2mm)少屈黄掲色士(<t,l~2mn1)微屋 しまりあり 粘性ややあり

5 黒褐色土 I OYR3/1 焼土(<t,l~10mm) ・炭化物(<t,!~10mm)多絋 黄褐色士(<t,l~2mm)微凪 しまり ・粘性あり

6 褐灰色土 IOYR4/l 黄褐色土（¢l~10mm)多埜焼土粒子 (<t,l~5mm) ・炭化物粒子(<f,l~3mm)少址 しまり ・粘性あり

7 褐灰色土 IOYR4/ I 焼士粒子(<t,l~2mm)多抵 黄褐色土(<t,1~5mm)少贔炭化物粒子(<t,l~2mm)少品 しまり ・粘性あり

8 5昂中に焼土プロックが集中する陪
9 褐灰色土 IOYR4/l 炭化物粒子(<t,1~2mm)集中して多輩黄褐色士(<t,l~5nnn)少抗 しまりあり 粘性ややあり

10 炭化物を主体とする層 しまり弱く 粘性弱い

11 黒褐色土 I OYR3/2 焼土粒子(<t,1~5mm) ・炭化物粒子(<t,l~2mm)多品 黄掲色土(<t,l~2llllil）少絋 しまり・粘性あり

12 明黄褐色士 IOYR6/6 黄褐色土を主体 5陪土を含む 炭化物粒子(<t,Imm)微量 しまり・粘性あり

13 黄褐色士 IOYR5/6 黄掲色士を主体 5層士を少祉含む しまり ・粘性あり

14 灰と炭化物を主体とする隠 しまり・粘性弱い

15 黒褐色土 IOYR3/2 ・明黄褐色土 !OYR7 /6 ・灰オリープ 5Y5/3 がほぼ半々にプロック状に堆積する しまり ・粘性あり（貼り床）

16 15と同じだが焼士(<f,10mm)微屋

17 黒褐色士 10YR3/2 炭化物粒千(<t,l~2mm)微星 しまり ・粘性あり

18 灰色土 5Y4/l 粘質土 しまりあり 粘性強い

19 オリープ褐色土 2. 5Y4/3 黄掲色土(<P5~20mm) ブロック状に多祉 炭化物粒子(<t,l~2mm)微拭 しまり ・粘性あり（掘り方）

カマド
20 黒褐色士 2. 5Y3/2 黄掲色士(<P5~20mm)均等に含む焼土(<P5~10mm)微俵 しまり ・粘性あり

21 灰展炭化物粒子(<t,l~2mm)少乱 しまり ・粘性なし

22 黒褐色土 2. 5Y3/! 黄褐色土（い～2mm)少絨炭化物粒子 (<t,Imm) ・灰少拡 しまりややあり 枯性あり

23 SJ389の埋士が被熱している範囲 煙道天井が被熱したもの
貯蔵穴
24 黒掲色土 2. 5Y3/2 黄褐色土(<t,l~5mm)均等に多最 焼士粒子(<t,l~2mm) ・炭化物粒子(<t,I~2mm)微藷 しまり・粘性あり

25 黒褐色土 2. 5Y3/2 黄褐色土(<t,l~5mm)均等に多最 焼土(,Pl~10mm)集中して多品炭化物粒子(<t,l~3mm)含む しまり ・粘性あり

26 オリーブ黒色士 7.5Y3/l 粘質土緑灰色土(q,1~2mm)少址 しまりあり 粘性強い

27 黒褐色土 2. 5Y3/2 黄褐色士(<t,l~2mm)少屋炭化物粒子(,Pl~2mm)微盤 しまり ・粘性あり

28 黒色土 7. 5Y2/l 粘質士緑灰色士(<t,l~5mm)少母 しまり弱い粘性強い

ピット 1~ 5 
29 黒褐色土 2. 5Y3/l 黄褐色士～緑灰色シル ト （地山土） （¢l~5mm)均等に含む 炭化物粒子 (<t,1~5mm)少絋 しまり・粘性ややあり

30 オリープ黒色士 7. 5Y3/l 黄褐色士～緑灰色シル ト (<t,1~3mm)少墓 しまり ・粘性ややあり

31 オリープ黒色土 7.5Y3/l 粘質土緑灰色シルト少品 しまり弱い 粘性強い

32 黒褐色土 2. 5Y3/2 黄褐色土～緑灰色シルト(<P5~10mm)斑に含む 炭化物粒子(<Pl~5皿）微屈 しまり ・粘性あり

33 黒褐色土 2. 5Y3/l 黄褐色土～緑灰色シル ト (<t,l~30mm)含む 焼土粒子 (<t,l~2mm) ・炭化物粒子(<t,l~51run)微品 しまり ・粘性あり

34 黒褐色士 2. 5Y3/2 黄褐色士～緑灰色シルト(<t,1~2mm)含む焼上げ 10mm)少絋 しまり ・粘性あり

35 オリープ黒色土 7.5Y3/l 粘質士炭化物粒子(,Pl~5mm)多星緑灰色シルト（い～2mm)少品 しまりあり 粘性強い

36 黒褐色士 7. 5Y3/l 焼土粒子(<t,1~10mm)多埜炭化物粒子(<t,l~2mm)少祉地山士(<t,1~2mm)微最 しまり ・粘性ややあり

37 オリ ープ黒色土 5Y3/2 粘質士焼土粒子(<Pl~2mm)少凪 地山土（ ¢l~5mm) ・炭化物粒子(<t,l~2mm)微拭 しまりあり 粘性強い

38 オリープ黒色土 5Y3/2 緑灰色シルト（い～10mm)斑状に多呈 しまりあり 粘性ややあり

39 黒褐色土 2. 5Y3/2 黄褐色土～緑灰色シルト(<t,l~10mm)多址 しまりあり 粘性強い

40 黒褐色土 10YR3/l 黄褐色土～緑灰色シルト(<P5~20mm)斑状に多品焼土(<t,l~10mm)少批 しまり ・粘性あり

ピッ ト6
40 オリープ黒色土 5Y3/l 黄褐～緑灰色士(,Pl~5皿u) 均等に含む しまり弱い粘性あり

41 オリーブ黒色土 5Y3/2 緑灰色土(,p5~10mm) 多拭 しまりなし 粘性あり

42 灰オリ ーブ色土 7. 5Y4/2 緑灰色土ブロック(<j,5~10mm) 多品 しまり ・粘性あり

ピット 7
43 黒褐色土 2. 5Y3/2 黄褐～灰白色士(<P5~10mm)多凪焼土 (<t,10~20mm)少最 炭化物粒子(<t,5mm)微星 しまり ・粘性あり

44 黒褐色土 2. 5Y3/! 黄褐～灰白色土(<t,1~5mm)少最炭化物粒子(<t,l~2lillil）微誠 しまり ・粘性あり

ピッ ト8
45 オリープ黒色土 5Y3/I 灰オリープ地山士（が3~20mm)多最 しまり・粘性あり

46 灰オリーブ色土 5Y5/3 灰オリープ土を主体 47屈士混入 しまり ・粘性あり

ピット 9
47 オリープ掲色士 2. 5Y4/3 黄褐色土(<P5~20mm) ブロック状に多址 炭化物粒子(,Pl~2mm)微拭 しまり・粘性あり

第143図 第376号住居跡（2)
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ピット 10
48 黒掲色土
49 II音灰黄色土
ピット11
50 黒褐色土 2. 5Y3/l 灰白色士粒子 (¢l~5【Ulll)微屈 焼土粒子 ($1~3mm) ・炭化物粒子 ($1~3n1D1)微枇 しまり・粘性あり
51 黒褐色士 2. 5Y3/l 灰白色士（い～10mm)多藷 しまり ・粘性あり
52 暗オリープ褐色士 2. 5Y3/3 灰白色土プロック ($5~20mm)プロック状に多伍 しまり ・粘性あり
ピット12
53 黒褐色土
54 黒褐色土
ピット13
55 黒掲色士 2. 5Y3/l 灰オリーブ士粒子 (¢l~5mm)均等に少甜 しまり・粘性あり
56 黒褐色土 2. 5Y3/2 灰オリーブ土粒子 ($5~10mm)多杖 しまり・粘性あり
57 オリープ掲色土 2. 5Y4/3 灰オリープ土多紐 しまり ・粘性あり
ピット 14
58 黒褐色士
59 黒掲色土
60 黒褐色土
61 黒褐色土
62 黒掲色土
ピット15
63 黒褐色土 2. 5Y3/2 緑灰～灰白土 ($1~3mm)均等に少紋 しまり・粘性あり
64 暗オリープ褐色土 2. 5Y3/3 緑灰～灰白土（が5~10mm)多菌 しまり ・粘性あり
ピット 16
65 黒褐色士
66 黒掲色土
67 黒褐色土
ピット 17
68 黒褐色士
69 黒掲色士
70 黒褐色土
71 黒褐色土
72 黒褐色土

2. 5Y3/2 黄褐色土粒子 (</,I~3mm)均等に含む 焼士粒子 (</,1~21Illn) ・炭化物プロック (¢5InIII)微品 しまり ・粘性あり
2. 5Y4/2 黄褐色土粒子 (</,1~3mm)多最炭化物粒子(</,1mm)少拭 しまり ・粘性あり

2. 5Y3/l 灰白色土粒子(~ 1~3mm) 少菌焼土粒子(~ 1mm)微量 しまり・粘性あり
2. 5Y3/2 灰白色土プロック (~5~10mm) 多祉 しまり ・粘性あり

2. 5Y3/2 灰白色士プロック(<I>5~lOmm)多品 しまり ・粘性あり
2. 5Y3/l 灰白色土粒子 (</>l~3mm)少址 焼土粒子(</>lmn1) ・炭化物粒子 (¢lIIIIn)微凪 しまり ・粘性あり
2. 5Y3/2 灰白色土粒子 (</>l~2mm)少祉 しまりあり 粘性強い
2. 5Y3/2 灰白色土 (</>l~lOmm)含む しまり ・粘性あり
2. 5Y3/l 灰白色士 (</>I~IOllllU)含む しまり ・粘性あり

2. 5Y3/2 黄褐色士～緑灰色シルトは5~10mm)斑に含む 炭化物粒子 ($1~5mm)微贔 しまり ・粘性あり
2. 5Y3/l 黄褐色士～緑灰色シルト ($1~30mm)含む 焼士粒子 ($1~2mm) ・炭化物粒子 ($1~5mn,)微依 しまり ・粘性あり
2. 5Y3/l 黄褐色土～緑灰色シルト ($1~5mm)少紐焼土粒子 ($1~2mm) ・炭化物粒子 ($1~5mm)微品 しまりあり 粘性ややあり

2. 5Y3/2 黄褐色士～緑灰色シルト(<I>1~2mm)均等に含む しまりあり 粘性ややあり
2. 5Y3/l 黄褐色士～緑灰色シルト (</,I~2mm) ・炭化物粒子 (</,!~5mm)少昴 しまり ・粘性あり
2. 5Y3/2 黄褐色土～緑灰色シルト (</,I~5mm)多蘭 炭化物粒子 (</,I~2lillil）少仇 しまり ・粘性あり
2. 5Y3/! 炭化物粒子 (</,!~5n皿）極多盤焼土粒子 (</,I~5mm)少拭 黄褐色土～緑灰色シルト (</,!~2nl!Il)微品 しまり ・粘性あり
2. 5Y3/2 黄掲色土～緑灰色シルト (</,I~3mm)少屈焼土 (</>Imm) ・炭化物粒子 (</,!~2皿l)微址 しまり ・粘性あり
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第147図 第376号住居跡出土遺物（2)

縁部に波状文が施文される。末野産で、腺である可

能性も考えられる。23は、土師器の鉢である。24は

土師器の甑で、直線的に胴部へと至る。 25は須恵器

の壺で、頸部に波状文が二段巡る。胴部外面は平行

タタキ、内面は青海波文が認められる。26は、小型

の砥石である。27• 28は、滑石製の臼玉である。29

~34は、石製模造品である。29は剣形、 30は有孔円

板である。31は、定形化した形状をしておらず、牙

形に近い形態をした勾玉形である。32~34は、何れ

も穿孔が認められるもので、形態は不明である。未

製品である可能性もある。

第377号住居跡（第148• 149図）

M • N-34 • 35グリッドで検出された。第16号方

形周溝墓、第346• 365 • 368 • 378 • 385 • 389号住居

跡、第404号井戸跡、第715• 751号土坑、第729• 

764 • 766号溝跡と重複していた。新旧関係は、第16

号方形周溝墓、第378• 385号住居跡より新しく、第

346 • 365 • 368号住居跡、第404号井戸跡、第715号土

坑、第729• 764 • 766号溝跡より古かった。

規模は、南北6.5m、東西6.0m、深さが0.01~0.16m

で、平面形態はやや南北が長い正方形をしていた。

主軸方位は、 N-16°-Wであった。

覆土は、 7層からなる自然堆積であった。床面に
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第377号住居跡

1 褐灰色土
2 黒褐色土
3 褐灰色士

IOYR4/l 暗灰色のしまりある土灰色シルト質土プロック(<P3~5IIIIII)斑に含む しまりあり 粘性なし

I OYR3/l 黒掲色しまりある土主体黄褐色土ブロック ($2~5Inlll)含む焼土ブロック (¢5IIIm)微址 しまりあり 粘性なし

10YR4/l 褐灰色のしまりある土灰色土ブロック ($IO~30mm) 中～多盤 灰色シルト少～中盤 炭化物プロック(q,30mm) ・焼土プロック

($ 30mm)微屈 しまりあり 粘性なし

IOYR4/l 暗灰色のやや粘性のある士主体褐灰色シルトプロック (¢lOnuu)斑に含む しまりあり 粘性ややあり

IOYR3/ I 黒褐色のしまりある士主体 黒色炭化物居が帯状に入る 黄掲色士プロック($lOn皿）斑に含む 焼士粒子 (¢3IIIIII） ・暗茶褐色士

少最 しまりあり 粘性なし

5'5屑中に焼士プロック ($5D1Dl) 多呈

6 黄褐色士 2. 5Y5/2 黄褐灰色のシルト質土主体 1層の土がマーブル状に少菌混入 しまり・粘性なし

7 掲灰色士 IOYR4/l 暗灰色のしまりある士灰色土粒子(<t,l~3mm)多呈炭化物プロソク($5mm)微依 しまりあり 粘性ややあり

貯蔵穴
8 にぶい黄褐色土 IOYR5/4 

9 褐灰色土 IOYR4/1 

lO 掲灰色士 IOYR4/l 

II 黒掲色土 IOYR3/l 

12 暗灰色土 N3/0 

13 炭化物の純層
14 暗灰色士 N3/0 黄褐色土プロック(<P3~10,]皿）含む しまり ・粘性あり

15 オリーブ黒色土 7. 5Y3/l 粘質士緑灰色土プロソク（が5~20mm)均等に多最 しまりあり 粘性強い

16 緑黒色土 7. 5GY2/l 粘質土炭化物粒子 ($1~5mul）屈状に含む しまりあり 粘性強い

17 黒褐色土 7. 5Y3/2 焼土粒子 ($1~5mm) ・炭化物粒子 ($1~2mm)含む 黄褐色士粒子 ($1~5ull]I)少昴 しまりあり 粘性ややあり

ピット 1~ 4 
18 掲灰色士

4 褐灰色土

5 黒褐色土

黄褐色土(¢ I~10mm)均等に含む しまりあり 粘性ややあり

黄掲色土粒子(¢ I~5mm)少品 しまり・粘性あり

黄褐色土ブロック(¢5~10mm)少且 しまり ・粘性あり

炭化物(¢ I~10mm) 多拭 しまり弱い粘性あり

粘質土黄褐色土粒子(¢ l~3II[rn)微拭 しまりあり 粘性強い

10YR4/l 

19 灰黄色土 2 5Y5/2 

20 暗灰黄色土 2. 5Y4/2 

21 暗灰色士 2. 5Y4/I 

22 黄灰色土 2. 5Y5/ I 

ピット 6
23 掲灰色土 I OYR4/l 

24 掲灰色士 10YR4/ l 

暗灰色粘質土黄褐色土プロック(</>10mm)斑に含む しまりあり 粘性ややあり

※P4は黄掲色士プロック 居上部と底に斑に少是含む＋炭化物の薄い屑を層下部に帯状に含む

灰黄色のしまりある土暗灰色粘士少品 しまりあり 粘性ややあり

暗灰黄色の粘質土焼土粒子 (¢2~5m田）・炭化物粒子 (¢2~5mm)微祉 しまりややあり 粘性あり

※P3は全体的にP4より暗めの暗灰黄色土主体 Plは上記黄褐色土ローム粒子(</>3mm)含む

暗灰色粘質土 ・暗灰色シルト多堡 しまりなし 粘性強い

灰色シルト主体灰色粘士少足 しまり ・粘性ややあり

黒っぽい暗灰色の粘性のややある土焼土粒子（が2mm)斑に含む しまりあり 粘性ややあり

暗灰色の粘性のややある土 黄掲色土ブロンク(,t,10mm)含む 焼土ブロック（が5mm) ・炭化物ブロック(<f,5mm)少址

第149図第377号住居跡（2)

は、炭化物層 (5層）が薄く拡がっていた。炭化物

層には、焼土ブロ ックを多量に含む層 (5'層） も部

分的に検出された。

カマドは、遺構の重複が著しく、本遺跡で多くみ

られる北壁部分は第368号住居跡に大きく壊されてい

たため、検出することができなかった。

壁溝は、壁が残存している範囲についてはほぼ全

遺物は、床面などから多最の古墳時代後期の土師

器片が出土したが、接合できた遣物が少なく、図示

できた遺物は少なかった。

第150図1 • 2は、土師器の模倣坪である。 3は、

土師器の高杯杯部片である。4は、東壁中央部の床

面直上から出土した土師器の長甕である。 5は、幅

0.8cmの小型の土玉である。

周していた。規模は、幅 6~21cm、深さが3

~11cmであった。

貯蔵穴は、南西コーナ一部で検出された。

規模は、長軸106cm、短軸76cm、深さが98cmで、

平面形態は東西に長い楕円形をしていた。貯

蔵穴の中位では、薄い炭化物の純層 (13層）
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柱穴である可能性は低い。他のピットも同様

のことがいえる。各ピ ットの規模は、 Plが

37x 11cm、P2カゞ56X13cm、P3カr46x 25cm、

P4カゞ41x 39cm、P5カゞ38X 21cm、P6カゞ29X

24cm、P7が19X20cmであった。
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第150図 第377号住居跡出土遺物
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第378号住居跡（第151図）

M-34 • 35グリッドにかけて検出された。第377• 

385号住居跡、第404号井戸跡、第750号土坑、第762

号溝跡と重複していた。新旧関係は、第385号住居跡

より新しく、第377号住居跡、第404号井戸跡、第762

号溝跡より古かった。北側で重複していた第750号土

坑との関係は不明である。

規模は、南北4.0m、東西1.6m以上、深さが0.03~

＠ 
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SJ378 

B 
B' 

SD762 
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SJ377 

呵ー冒

E
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v
 

0.07mで、平面形態は不明であった。主軸方位は、

N-38° -Wであった。

覆土は、 2層からなる自然堆積であった。

カマド、壁溝などの施設は検出できなかった。

ピットは浅い小規模なものを検出した。規模は、

27X 8cmであった。

遺物は、古墳時代後期の土師器甕片などが少量出

土したが、図示できるものがなかった。
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第378号住居跡
1 褐灰色土 I OYR4/1 暗灰色のしまりある土 暗灰色シルト ・褐灰色土少枇
2 褐灰色士 IOYR4/l 1庖より粘性のある暗灰色士 黄掲灰色士粒子（が2

nIIII) 含む炭化物粒子（が3mm)微拭 しまりややあり
粘性弱い

ピット 1
3 暗灰色士 2. SY4/l 暗灰色のしまりある士 暗灰色シルト屈下部にまと

まって少駄黄褐色土粒子（が3mm)微姑 しまりあり
粘性なし

第385号住居跡
4 暗灰黄色土 2. 5Y4/2 暗灰黄色のしまりある土灰色土粒子($Imm)中～

多砒暗灰色士プロック($lOmn1)少址 しまりあり
粘性なし

2m 
160 

B 16.9m ,.  SJ378 SJ385 
B' 

第151図第378• 385号住居跡

第379号住居跡（第139図）

P -35グリッドで検出された。東側の大半が調査

区域外に大きく延びていたため、全体を調査するこ

とができなかった。第17号方形周溝墓、第373• 374 

号住居跡と重複していた。新旧関係は、第17号方形

周溝墓より新しく、第374号住居跡より古かった。第

373号住居跡との関係は不明である。

調査できたのは、住居跡の北西コーナ一部分にあ

たる範囲のみで、大部分が未調査であるため、本遺

構は住居跡ではない可能性もある。

検出できた範囲は、南北2.lm、東西0.9m、深さが

0.03mであった。

遺物は、古墳時代後期の土師器坪、甕片などが少

量出土しているが、図示できるものがなかった。
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第380号住居跡 （第152図）

M-35 • 36グリッドにかけて検出された。第381• 

382 • 383 • 387号住居跡、第755号土坑、第764号溝跡

と重複していた。新旧関係は、第387号住居跡より新

しく、第381• 383号住居跡、第755号土坑、第764号

溝跡より古かった。

規模は、南北5.lm、東西4.8m、深さが0.18mで、

平面形態はほぼ正方形をしていた。主軸方位は、

N-6° -Wであった。

カマドは検出することができなかった。

壁溝は、北壁から東壁にかけて部分的に巡り、幅

9 ~23cm、深さが3~9 cmであった。

ピットは 2本を検出した。規模は、 Plが58X17cm、

P2が52x 17cmであった。

遺物は、床面直上から土師器甕、甑や石製模造品、

台石などの石製品などが少量出土している。

第153図6は、完形の石製勾玉である。 7• 8は、

滑石製の模造品である。
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ー

冒 言
第380号住居跡

1 灰黄掲色上 10YR6/2 黄褐色土プロック(<I>2~5mm)少輩

2 にぶい黄褐色土 l0YR4/3 黄褐色士プロック(<I>2~5mm) 多堡

ピット 1 • 2 
3 灰黄褐色士 10YR5/2 焼土プロック (</>2~5mm) ・炭化物プロック(<I>2~5mm) ・黄褐色土ブロック(<I>2~5mm)少拭

° 
4 にぶい黄褐色士 10YR5/4 黄掲色土プロック(<I>2~5!Illll)多拡

2m  
I:a) 

第152図第380号住居跡
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第153図 第380号住居跡出土遺物

第381号住居跡 （第154図）

M-35 • 36グリッドにかけて検出された。南側は

谷部へと至るため、標高がやや低くなった地点に位

置していた。そのため、南壁部分の平面プランが明

瞭ではなかった。住居跡の東側は第762号溝跡と、西

側は第380号住居跡と重複していた。新旧関係は、第

380号住居跡より新しく、第762号溝跡より古かった。

規模は、南北6.2m、東西5.lm、深さが0.14mであ

った。平面形態は、全体が検出できなかったため不

明ではあるが、第762号溝跡の東側で延長部分が検出

できなかったことから、南北に長い長方形をしてい

たと思われる。主軸方位は、 N-5° -Wであった。

覆士は、 5層からなる自然堆積であった。住居跡

南東部の床面には、厚さ 2~3mmの薄い炭化物層が

拡がっていた。

カマドは検出することができなかった。
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言 冒
第381号住居跡

1 黒褐色士
2 黒褐色土
3 褐灰色土

4 黄褐色士

5 黒褐色土
ピット 1 • 2 
6 黒褐色士
7 暗褐色士

8 黒色土
ピット 3
9 黒色土 1 OYR2/1 焼土粒子（が2~5mm) ・炭化物粒子 (¢2~5mm)少屈 黄褐色土プロック (¢2~10mm)少贔

10 にぶい黄褐色士 IOYR6/4 黄褐色士プロック (¢2~5Dllll)多是

ピット 4
II 黒色士
12 褐灰色土
13 暗緑灰色土

ピット 5
14 黒掲色士
15 黒色士

2. 5Y3/l 黄褐色士粒子 (</,I~2mm) ・炭化物粒子 (</,I~3mm)少品

10YR3/l 黄褐色土粒子(<t,1~2mm) ・黄褐色土プロック(</>3~5mm)少裁 下層に厚さ2~3mmの炭化物層

10YR4/l 黄褐色土粒子（い～2mm) ・黄褐色土プロック（が3~10Dlill) 多歴

IOYR5/6 黄掲色土プロック（が3~1Ornnl)多拭

10YR2/2 黄褐色土粒子 (</,1~2mm) 少龍

10YR3/l 黄褐色士粒子 (</,1~2mm) ・黄褐色士プロック (¢3mm)多枇 炭化物粒子(</,2~3nun) 少最

10YR3/3 黄褐色士ブロック(</,3~10mm) 多拭

5Y2/l 黄褐色土ブロック(</,3~10mm) 多拭

IOYR2/l 焼土粒子（が2~5mm) ・炭化物粒子 ($2~5mm)少址 黄褐色土 ($2~10mm)少拭

IOYR4/l 炭化物粒子 ($2~5mm)少址

!OGY4/] 緑灰色土プロック ($2~5mm)多星

IOYR3/l 黄褐色土粒子（い～2mm) ・焼士プロック（が2~5皿n) 多址 炭化物粒子（が2~3mm)少鼠

IOYR2/l 焼士プロック ($2~3mm)炭化物 ($2~3mm)多最 2m  
1.60 

第154図第381号住居跡
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壁溝は全周しておらず、南壁から西壁にかけて部

分的に巡っていた。規模は、幅12~25cm、深さが 2

~6  cmであった。

ピットは 5本を検出した。柱材の痕跡は確認でき

なかったが、配置からP1 • 2が主柱穴である可能性

が高い。東側は第762号溝跡に壊されていたため、検

出することができなかった。各柱穴の規模は、 Plが

55 x 35cm、P2が70X45cmで、平面形態は円形をして

いた。その他のピットは、深さも浅く、性格は不明

である。規模は、 P3が36X13cm、P4が27X30cm、P

5が36Xllcmであった。P5の下層には、焼土ブロッ

ク、炭化物を多量に含んだ黒色土が堆積していた。

遺物は、床面からやや浮いた高さから古墳時代後

期の須恵器杯身、土師器坪、高坪、甕片などが多量

に出土している。南壁寄りからは、臼玉、砥石とい

った石製品が出土している。

第155図1は、須恵器の杯身である。底部は回転へ

ラケズリが施され、やや平底状に作られている。2

~6は土師器の杯で、 2~4が模倣坪、 6が比企型

坪である。 5は、内面に暗文状のヘラミガキが施さ

れる。外面には指頭圧痕が部分的に認められる。 6

は、口縁部外面から内面にかけて赤彩される。7は

土師器の大型壺で、口縁部外面の中位に弱い段をも

っ。8は、土師器甕の底部片である。 9は、土師器

高坪の脚部である。10は砥石で、表裏 2面ともに無

数の擦痕が認められる。11は石製の紡錘車で、大半

が欠損している。12• 13は、南壁際で出土した滑石

製の臼玉である。
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第155図 第381号住居跡出土遺物
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SJ383 

第382号住居跡
1 掲色土 7 5R.1/4 黄褐色土粒子 (¢2~5mm)少昼

ピット 1
2 褐灰色・:I:: I OYR5/l 黄褐色士プロノク（が2~5璽）多拭

3 褐灰色上 IOYR5/l 芸掲色土プロック (¢2~5InIn)少ft
4 褐灰色土 ¥OYR5/l 黄褐色1：ブロック (~2~5皿II ) 微拡

¥〇'SJ387
2m 
1960 

第156図第382号住居跡

第382号住居跡 （第156図）

L-35・36、M-35グリ ッドにかけて検出された。

第372• 380 • 383 • 387号住居跡、第755号土坑、第

764号溝跡と重複していた。新旧関係は、第372• 383 

号住居跡、第755号土坑、第764号溝跡より新しく、

第380• 387号住居跡との関係は不明である。

東側は平面プランがはっきりせず、壁を検出するこ

とができなかったため、検出できたのは北西コーナ

一部分のみであった。

規模は、南北3.lm、東西2.3m以上、深さが0.04~

0.06mで、平面形態は不明である。主軸方位は、 N-

30° -wであった。

カマド、壁溝などの施設は検出できなかった。

ピットは西壁寄りで 1本を検出した。規模は、 54

X35cmであった。

遺物は、古墳時代後期の土師器有段口縁坪、甕底

部片など少量出土している。

¥ こ 2

10cm 
l;4 

第157図 第382号住居跡出土遺物

第383号住居跡 （第158図）

L • M-35 • 36グリッドにかけて検出された。第

380 • 382 • 387号住居跡、第755号土坑と重複してい

た。新旧関係は、第380• 382 • 387号住居跡より新し

く、第755号土坑より古かった。住居跡が複数重複し

ていたため、本住居跡を認識できず、大半の壁面を

掘り下げてしまった。住居跡の範囲は、後から土層

断面で確認した。

規模は、南北4.0m、東西4.8m、深さが0.10mで、

平面形態は東西に長い長方形をしていた。主軸方位

は、 N-50° -Eであった。

カマドは、住居跡東壁の北寄りで検出された。遺

構確認時にカマドを検出できずに掘り下げてしまっ

たため、袖を残すことができなかった。燃焼部は、

東西128cm、南北51cm、深さが16cmであった。底面に

は、薄い灰層を検出した。

壁溝、柱穴は検出できなかった。

遺物は、古墳時代後期の須恵器、土師器片が多量

に出土している。

第159図1~4は、土師器の杯である。3は身模倣

均で、黒色処理が施される。 5は、大半を欠損する

石製の紡錘車である。
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SJ387壁溝

第383号住居跡
］ 灰黄掲色土 ］OYR6/2 焼土粒子(</>2~5mm)・炭化物粒子(<I>2~5mm) 

・黄褐色土粒子(<t>l~2runI)少駄
2 灰黄掲色士 JOYR6/2 焼土粒子(<I>2~5mm) ・炭化物粒子(</>2~5 

uun)少益 必褐色土粒子（い～2mm) 少抵
カマド
3 黒褐色土 10¥'Rl/3 焼士粒子(</>2~5mm)・炭化物粒子(</>2~5mm) 

少品
4 黒色土 ］O¥'IU/2 灰防 焼土粒子 (</>I~2n皿）微拮
5 （掘り方）

第387号住居跡
6 掲灰色土 IOYR4/ l 焼土粒子 (~2~5mm) ・ 黄褐色士プロック（が 2

~5mm)少贔他層よりも鉄分（が2~5nIIII)多炊

゜
第158図第383• 387号住居跡

ロニロ
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l l | 1 :3 

第159図 第383号住居跡出土遺物
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第384号住居跡
1 黒褐色士 2. 5Y3/2 黒掲色のしまりある土主体 黄褐色土粒子(¢ 10mm)少菌 しまりあり

粘性なし

1'黒褐色土 2. 5Y3/2 ]居と同じで黄褐色士粒子含まず しまりあり 粘性なし

2 暗灰黄色土 2. 5Y4/2 主体となる士は1恩と同じ 黄掲灰色土プロック(¢5~15mm)少～中堡
しまりあり 粘性ややあり

3 暗灰色士 N3/l 暗灰色粘質土でしまりある土主体 淡緑灰色士（シルト質）微屈 しまり
あり 粘性ややあり

3'3屑＋炭化物を帯状に含む

4 暗緑灰色士 5G4/1 淡緑灰色士主体 暗灰色粘土少址 しまりあり 粘性ややあり

5 暗灰色土 N3/l 暗灰色粘質上でしまりある土主体 淡緑灰色土（シルト質）少枇灰色
シルト少嚢 しまりあり 粘性ややあり

6 暗緑灰色土 5G4/l 暗灰色粘士・淡緑灰色士多拡 しまりややあり 粘性あり

7 暗灰色士 N3/1 暗灰色粘士主体淡緑灰色土少儲 しまりなし粘性あり

8 暗灰色士 N3/l しまりのあまりみられない暗灰色粘土展 しまりなし 粘性あり

8'8恩＋炭化物を帯状に含む
9 暗緑灰色士 5G4/1 暗灰色土主体 淡緑灰色土少～中量 しまりややあり 粘性あり

10 暗灰色土 N3/l 

2m  
1：印

第160図第384号住居跡

第384号住居跡 （第160図）

P -35グリッドの谷部への落ち際で検出された。

東側は調査区域外に延びていたため、全体を調査す

ることができなかった。第18号方形周溝墓の東溝を

壊して構築されていた。

規模は、南北3.5m、東西2.5m以上、深さが0.47~

0.53mで、平面形態は方形をしていたと思われる。主

軸方位は、 N-19°-Wであった。

覆土は、 10層からなる自然堆積であった。

カマドは検出できなかった。

壁溝は、北壁を除く範囲に部分的に巡り、幅 9~ 

13cm、深さが2~4 CD!であった。

ピットは 1本を検出した。規模が34x 24cmで、性

格は不明である。

遺物は、古墳時代後期の土師器模倣杯、甕片など

が多量出土している。

第161図1~ 6は、土師器の模倣杯である。6は、

内面に赤彩が施される。8は土師器の鉢で、口縁部

が赤彩される。9は、土師器の甕である。10は、滑

石製の剣形模造品である。

第385号住居跡（第151図）

M-34 • 35グリッドにかけて検出された。第377• 

378号住居跡、第404号井戸跡と重複しており、本遺

構が一番古かった。

検出された範囲は、南北2.3m、東西0.5m、深さが

0.02~0.04mで、 平面形態は不明である。主軸方位は、

N-44° -Wであった。

ピットは東壁寄 りで 1本を検出した。規模は、

30X 13cmであった。

遺物は、第162図1の土師器模倣杯、 2の甑が床面

直上から出土している。

-151-



二

三／

、- a 

10cm 
l:4 

6 

｀ 

二 j - - ---

ヽ 5

口

ニーー：7

こ：こニ

0 2cm 
1 1 | l : 2 

第161図 第384号住居跡出土遺物

10cm 
l:4 

に大きく延びていたため、全体を調査することがで

きなかった。また、調査開始前に掘削した排水溝に

より壊されていた。調査できたのは東壁の一部と貯

蔵穴のみで、覆土がほとんど残存しておらず、全体

の形態も不明である。

検出された範囲は、南北4.5m、東西1.0m、深さが

0.05~0.13mであった。主軸方位は、 N-15°-Wで

あった。

カマドは検出できなかった。

壁溝は、検出した範囲では全周しており、幅20~

32cm、深さが2~10cmであった。

第162図 第385号住居跡出土遺物

第386号住居跡（第163図）

貯蔵穴は、南東コーナ一部で検出された。規模は、

長軸77cm、短軸65cm、深さが42cmで、平面形態は東

西に長い楕円形をしていた。

遺物は、第163図1の土師器鉢の他に甕の破片など

が少量出土している。K-36グリッドで検出された。西側は調査区域外
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A A' 

第386号住居跡
1 焦掲色上 I OYH3/2 黄褐色土粒子（¢ l~2,run) ・黄掲色土プロック(<I>3~5mm)少拭

2 果褐色土 ］OYR3/1 黄褐色士粒子(¢ I~2Inlll） ・黄掲色土プロック(<I>3~10mm)多tit
炭化物粒子(<I>2~3DIn)少飛

貯蔵穴

3 掲灰色土 !OYR4/l 黄褐色土プロノク（が2~5mm)多址 焼土プロック(<I>5~1Orunl)少批
4 暗緑灰色七 7. 5GY4/l 緑灰色上ブロック(,p2~!Onnn) ・焼土粒子（が2~5111111)少塁

5 緑灰色士 7. 5GY5/l 緑灰色士プロック(<I>2~51nm) 多品

2m 
＇ l.a) 

-.  B' □ ¥ 10 10cm 
1:4 

第163図 第386号住居跡・出土遺物

第387号住居跡 （第158図）

M-35 • 36グリッドにかけて検出された。第380• 

383号住居跡と重複しており、本遺構の方が古かった。

規模は、南北3.4m、東西3.5m、深さが0.09mで、

平面形態は正方形をしていた。主軸方位は、 N-

56° -Eであった。

カマドは検出できなかったが、壁溝が東壁の中央

部分で検出できなかったことから、東壁に設置され

ていた可能性が考えられる。

壁溝は、東壁を除く範囲に全周しており、幅 9~

18cm、深さが 2~10cmであった。

遺物は、本遺構に伴うと考えられるものが出土し

なかった。

第388号住居跡 （第165図）

L -36グリ ッドで検出された。第745• 760 • 783号

溝跡と重複し、遺構の大半を壊されていたため、残

りが悪かった。新旧関係は、第745• 760号溝跡より

古く、第783号溝跡との切り合いは不明である。

規模は、南北4.3m、東西4.3m、深さが0.24mであ

った。平面形態はかなり歪みのある不整方形をして

いた。床面も平坦ではなく、北半に比べ南半部分が

低くなっていた。主軸方位は、 N-38°-Wであっ

た。

カマドは検出できなかった。

壁溝は、北西コーナ一部を除いた範囲に巡ってお

り、幅11~18cm、深さが4~9  cmであった。

ピットは壁溝が検出されなかった北西コーナ一部

で検出された。規模は、 63X48cmであった。

第164図1は、須恵器の坪身である。2は土師器の

比企型杯で、口縁部外面から内面にかけて赤彩が施

される。

：二□ーニノ1□□] 丁
10cm 
l : 4 

第164図 第388号住居跡出土遺物
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B_..!2..6m B' 
第388号住居跡
ピット 1
l 黒褐色士 ］OYR3/2 

2

3

 

黄褐色士粒子 （い～2ruru) ・芙褐色土プロック
げ 3~20mm)多歌

黒色J: I OYR2/] 緑灰色粘七プロック(</,3~15nIDI)地山土多・は
緑灰色土 7. 5GY5/l 緑灰色の地山士を主体（地山崩落士）

2m  
1:60 

第165図

第389号住居跡 （第166• 167図）

N-34 • 35、0-35グリ ッドにかけて検出された。

第357• 365 • 376 • 377号住居跡、第 8号竪穴状不明

遺構、第730• 731号土坑、第764• 780号溝跡と重複

していた。新旧関係は、第365• 376号住居跡、第 8

号竪穴状不明遺構、第730• 731号土坑、第764• 780 

号溝跡より本住居跡が古かった。

規模は、南北6.7m、東西6.3m、深さが0.03~0.14m

で、平面形態はほぼ正方形に近い形をしていた。主

軸方位は、 N-72° -Eであった。

カマドは、東壁のやや南寄りで検出された。カマ

ド袖は、黄褐色土を主体にした粘土で構築されてい

た。燃焼部は、東西83cm、南北50cmで、掘り込みは

確認できなかった。燃焼部の中央部には土製支脚が、

第388号住居跡

浅いピット状の掘り込みの中に据えられていた。

壁溝は、幅 8~47cm、深さが14~23cmであった。

貯蔵穴は、

模は、長軸85cm、短軸74cm、深さが76cmであった。

カマドの西側では、土坑が 1基検出された。規模

は、長軸76cm、短軸73cm、深さが21cmであった。

ピットは4本を検出した。各ピットの規模は、 Pl

ヵゞ41X23cm、P2カゞ53X67cm、P3カゞ61x 14cm、P4カミ

44X 8 cmであった。

遺物は、古墳時代後期の土師器片のほかに、前期

の吉ヶ谷式の甕片が数点出土している。

第168図1~4は、土師器の坪である。

理、

カマド右脇の南東隅で検出された。規

4には赤彩が施される。

1が黒色処

6は、 Plから出士した

土師器の甑である。
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可主居跡（1)第166図 第389方
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第389号住居跡

1 オリーブ黒色土 5Y3/I 黄褐色土粒子(,t,l~2nnn)少砧焼士粒子(<J,I~5mm)少拡 しまりあり 粘性ややあり
2 オリープ黒色土 5Y3/2 黄褐色士(<J,l~lODllll)均等に含む焼土(,t,I~lOnDD）微乱 しまりあり 粘性ややあり
3 明黄褐色士 2. 5Y7 /6 黄褐色土ブロック(,/)5~!Onllll) の堆和を主体 すき間に 2恩土が充填する 焼土粒子(,t,I~2mm) ・炭化物粒子(,t,I~2IIIm)微祉

しまり・粘性あり
4 黒褐色土 2. 5Y7 /6 黄褐色土(,t,I~!Omn,)少屈 焼土粒子(,t,l~2mm) ・炭化物粒子(,t,l~2mm)微拡 しまり ・粘性あり
5 炭化物陪 床直の薄い堆和陪
6 黒褐色土 2. 5Y3/I 黄褐色士（い～20nllll)含む 焼士粒子(,t,l~2mm) ・炭化物粒子(<J,l~2mm)微菌 しまり・粘性あり
カマド

7 浅黄色士 2.5Y7/4 地山土を主体焼土粒子(,/,5mm)微祉炭化物粒子(,t,l~2mm）・灰少屈 しまり ・粘性あり
8 オリーブ焦色士 5Y3/2 焼土プロック(,/)5~10mm)多茄 炭化物粒子(,t,l~5mm) ・灰少屈 黄掲色士(,t,l~5mm) プロック状に含む しまり ・粘性あり
9 灰陪 焼土粒子(,t,I~5mm)少砧 1屈土少品 しまり ・粘性なし
l0 炭化物陪 （い～2mm) を均等に含む灰少砒 しまり ・粘性なし
ll 明黄褐色士 2. 5Y6/6 地山士を主体とするプロック状の堆籾焼土粒子(,t,I~5mm)隅状に含む基本的には 7庖と同じ陪 しまりあり 粘性ややあり
12 オリープ黒色士 5Y3/2 緑灰色土ブロック(<I>5~10mm)少晶 焼土粒子（い～3mm) ・炭化物粒子(,t,I~2nun) ・灰含む しまりあり 粘性ややあり
カマド袖

l3 黄灰色土 2. 5Y4/I 黄褐色土主体 黒掲色士プロック(,/)3~5mm)含む しまり ・粘性あり
14 黄褐色土 2. 5Y5/3 黄掲色土主体 黒褐色土プロック(,/)3~5mm)少品 しまり・粘性あり
15 黄褐色士 2. 5Y5/3 黄褐色土主体焼土粒子(,t,l~5mm)多鼠炭化物粒子(<J,l~2mm)微砒 しまりあり 粘性なし
l6 オリープ黒色士 5Y3/l 焼土粒子(,t,I~5mm)少祉炭化物粒子(,t,I~2mm)微屈 しまり ・粘性あり
l7 黒色土 IOY2/I 焼土粒子(,t,l~2mm)微品 しまり ・粘性あり
カマド掘り方

l8 灰恩
19 黄灰色士
20 黒褐色土
2l 黄褐色土

22 黒褐色土
貯蔵穴

2. 5Y4/l 黄掲色土プロック (¢5~20mm)均等に含む焼土粒子(¢ I~5ll皿）微蘇 しまり ・粘性あり
2. 5Y3/2 黄褐色土粒子(¢ I~5mm) ・焼土(¢ I~10mm)少品 炭化物粒子(¢ I~2DI¥u)微茄 しまり ・粘性あり
2. 5Y3/2 黄褐色土主体 焼士粒子(¢ I~5四） ・炭化物粒子(¢ I~2mm)微址 しまり ・粘性あり
2. 5Y3/2 黄褐色士プロック (¢5~IOIIlln) ・焼土ブロック (¢5~20mm)多拭 しまり・粘性あり

23 黒褐色士 2. 5Y3/2 黄褐色土プロック(,/)3~20mm)均等に含む焼土粒子(,t,l~2mm) ・炭化物粒子(,/,lmm)微は しまりあり 粘性ややあり
24 黒褐色土 2. 5Y3/I 焼土粒子(,t,I~2Dllll） ・炭化物粒子(,t,l~2mm)少紐 黄褐色士(,t,l~2呵）微凪 しまり ・粘性あり
25 黒褐色土 2. 5Y3/l 黄褐色土プロック（が5~101nm)少拭焼土粒子(,/)1mm) ・炭化物粒子(,/)lmm)微祉 しまりあり 粘性ややあり
26 黒褐色士 2. 5Y3/ l 黄褐色士粒子(,t,l~2nllTI)微品 しまりあり 粘性ややあり
27 黒色土 2. 5Y2/ I 粘質土炭化物粒子(,t,I~5mm)多砒黄褐色土粒子(,t,l~2mm)微屈 しまりややあり 粘性強い
28 オリープ黒色土 lOY3/2 緑灰色土プロック（が5~20mm)多最 しまり ・粘性あり
29 灰色土 l0Y4/l 粘質土緑灰色士粒子(,t,l~5mm)含む しまりやや欠ける粘性強い
土坑 1
30 黒褐色士 2. 5Y3/2 緑灰色土粒子(,t,l~5mm)少蔽 焼土粒子 (¢lmnI） ・炭化物粒子(,/,lmm)微伍 しまり ・粘性あり
3l 黒色土 2. 5Y2/I 炭化物粒子(,t,l~5mm)極多批 しまりややあり 粘性あり
32 オリープ黒色土 7. 5Y3/2 黄褐色土(,t,l~!Onlill)均等に多屈焼士(,t,I~l0mm）少品炭化物粒子(,t,l~2mm)微砒 しまり ・粘性ややあり
ピット 1
33 オリープ掲色士 2.5Y4/4 黄褐色地山土主体 黒褐色土ブロック(,/,10mm)少屈褐色砂プロック状に少位 しまりあり 粘性ややあり
34 オリープ褐色土 2.5Y4/4 黄掲色地山土主体褐色砂微屈 しまりあり 粘性ややあり
ピット 2
35 黒褐色土
36 炭化物層

2. 5Y3/2 緑灰色士（い～10mm)少菌 しまり・粘性あり

37 黒褐色土 2. 5Y3/l 緑灰色土(,t,l~10mm)斑状に含む 焼士粒子(,t,l~21lllD)少最炭化物粒子(,t,l~2mm)恩状に含む しまり ・粘性あり
38 オリープ黒色土 5Y3/2 緑灰色土ブロック状に多屈 炭化物(,t,l~lO田［1)少蒻 しまり ・粘性あり
39 緑灰色土 !OGY6/l 緑灰色土主体 オリーブ黒色士 ・炭化物(<J,l~l0mm)少凪
40 オリーブ黒色土 5Y3/! 粘質土緑灰色士プロック(,/)3~5mm)少祉 焼土粒子(,t,l~2mm) ・炭化物粒子(,t,l~2mm)微祉 しまり弱い粘性強い
41 灰色土 IOY4/l 粘質士緑灰色士プロック(,/)3~5mm) しまり弱い 粘性強い
ピット 3
42 黒褐色土
43 黒色土

ピット 4

2. 5Y3/2 緑灰色土粒子は 1~2mn,)少批焼士粒子(fI~3mm) ・炭化物粒子(fI~2mm)少砧 しまり・粘性あり
2. 5Y2/l 緑灰色土粒子(fI~5皿）微屈焼士(fI~!Orum) ・炭化物粒子(fI~2mm) 多鈷 しまりなし 粘性あり

44 オリープ褐色士 2. 5Y4/3 黄褐色土プロック（が5~10mm) 多最 炭化物粒子(,t,l~2mm)微屈 しまり ・粘性あり
45 黒褐色土 2. 5Y3/2 黄褐色土プロック(,/)5~l0IIllTI） ・炭化物粒子(,t,l~51nm)少且 しまり ・粘性あり
46 炭化物陪

第167図第389号住居跡（2)

て ー／ 口二］ ＼ 

口］

こ 5

¥6  / 

第168図 第389号住居跡出土遺物

／ 

10crn 
1:4 

第390号住居跡（第169図）

0 -34グリ ッドで検出された。第16• 17号方形周

溝墓、第356• 360 • 361号住居跡、第779号溝跡と重

複していた。新旧関係は、第16• 17号方形周溝墓よ

り新しく、第779号溝跡より古かった。

規模は、南北4.0m、東西4.8m、深さが0.13mであ

った。住居の中央部分が一段深く掘り下げられてい

た。主軸方位は、 N-21°-Wであった。

壁溝は、南西コーナ一部のみ検出できた。

遺物は、第170閲1の土師器甕などが出土した。
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第390号住居跡
1 黒褐色土 2. 5Y3/l 暗茶掲色っぽい暗褐色のしまりある土 黄褐色土粒子 (¢3mm)少菌 しまりあり

粘性なし

2 黒喝色士 2. 5Y3/l 1附とほぼ同じ＋焼土粒子 (¢3mm)微舟 しまりあり 粘性なし

3 灰オリープ色土 5Y4/2 暗黄緑灰色のしまりある士多兄暗灰色粘質士少～中址 しまりあり 粘性なし

4 灰オリープ色士 5Y4/2 暗黄緑灰色のしまりある士で粘性がわずかにある しまりあり 粘性弱い

5 黒掲色士 2. 5Y3/2 暗茶褐色に近い黒褐色土のしまりある土 黄褐色土ブロック(¢ lrnn1)少伍

しま りあり 粘性なし
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2m 
1 60 

第169図第390号住居跡

口
一

ー

＿

t
 

↑
 

10cm 
1 : 4 

第170図 第390号住居跡出土遣物

第391号住居跡 （第119• 120図）

N-34グリッドで検出された。第346• 365号住居

跡に大部分を壊されていたため、検出できたのがカ

マドと南東コーナ一部のみであった。

検出できた範囲は、南北2.6m、東西0.6m、深さが

0.08~0.16mで、 平面形態は不明である。主軸方位は、

N-32° -Eであった。

カマドは、東壁で検出された。袖はほとんど確認

できなかった。燃焼部は、東西36cm、南北30cm、深

さが21cmで、底面には薄い灰層が確認できた。

壁溝は、南東コーナ一部で検出できた。

遺物は、カマド周辺から第171図2~5の土師器甕

などが少量出土している。

／＼）ぽ応：

_----- □¥ 2 

4 ` 3 

10cm 
l:4 

第171図 第391号住居跡出土遺物
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E 16.lm E' F~.lm 

Pl P2 P3 

言冒言
第392号住居跡
1 灰黄褐色士 lOYR5/2 黄褐色士プロック(<f,2~5mm)少枇 下層部に1~2mmの

炭化物恩
2 灰黄褐色土 IOYR5/2 黄褐色土ブロック ($2~5mm)多漿 焼土プロック(¢

2~lOmm)少茄炭化物粒子 ($2~5mm)微屈
3 灰黄褐色土 IOYR5/2 黄褐色土プロック($lO~20mm)多址
カマド
4 灰黄褐色土 IOYR5/2 黄褐色土プロック（が2~5aun)少最 下層部に1~2mmの

灰屈
5 灰黄褐色士 IOYR5/2 黄褐色土プロック（が2~5aun)多最 焼士プロック(¢

2~10mm)少位炭化物粒子 ($2~5mm)微批
6 灰黄褐色土 !OYR5/2 焼土プロック ($2~10mm)多伍 黄褐色土ブロック（

¢2~5mm)多屈炭化物粒子 ($2~5mm)微最
7 黒褐色士 IOYR3/l 灰層 焼土粒子($2~3mm)少址

＜ 判
、8,

送

B' D 16.7m D' 

カマド

冒
_E ， G16 9m G' H 16.． 7m H' 

p4 P5 P6 

疇 冒言
ピット 1
8 黒褐色士 10YR5/l 黄褐色士プロック ($2~5mm)微菌
9 黒褐色土 10YR3/l 黄褐色士プロック ($2~5mm)微菰
ピット 2
10 にぶい黄褐色土 !OYR7 /4 黄褐色土ブロック ($2~5mm)多抵
ピット 3~ 6 
11 黒褐色土 10YR3/l 黄褐色士プロック（が2~5mm)微凪

2m  
1 . ., 

第172図第392号住居跡

第392号住居跡 （第172図）

Q • R -45グリ ッドにかけて検出された。東側は

調査区域外に大きく延びていたため、 全体を調査す

ることができなかった。北西コーナ一部では第812号

溝跡と重複していたが、新旧関係は不明である。

規模は、南北4.8m、東西2.3m以上、深さが0.12m

であった。主軸方位は、 N-63°-Eであった。

カマドは、西壁の南寄りで検出された。古代以降

のピ ットに壊され、残りが悪かった。カマド袖は、

作り付けであった。燃焼部は、東西64cm、南北50cm

で、底面が被熱のため赤く硬化していた。覆土下層

では、 厚さ1~2mmの薄い灰層が検出された。

三 ー／

10cm 
l :4 

第173図 第392号住居跡出土遺物
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第393号住居跡

1 黒褐色土 IOYR3/3 黄褐色土粒子(<t,l~2mm) ・黄褐色土プロック(<I>3~5mm) 少禁

2 黒色上 IOYR2/1 黄褐色土粒子(<t,I~2mm) ・炭化物粒子(<t,1~2mm)微基

3 黒褐色土 IOYR3/1 黄褐色士粒子 (<t,l~2lllDI） ・黄褐色士ブロック(<I>3~5皿）多品

カマド
4 暗褐色土 IOYR3/3 黄褐色土粒子(<t,1~2mm) ・黄褐色土ブロック(<I>3~5mm) 多堡 焼土プロック（が2~3mm)

・炭化物粒子(</,2~3rurn)少是

5 黒褐色土 10YR3/2 黄褐色士ブロック(<I>3~5mm) ・焼士ブロック(</>2~3mm) ・炭化物粒子(<I>2~3mm) 少拭

ピット 1 • 2 
6 暗褐色士 IOYR3/3 黄褐色土粒子(<t,l~2mm) ・黄褐色土プロック(<I>3~5田rn)多盤 焼士粒子(<t,l~2皿）少品

7 黒褐色士 10YR3/1 黄褐色土ブロック(<I>3~5nm1) ・焼土粒子(q,l~2mm) 少屈

ピット 3

8 黒褐色土 I OYR3/l 英褐色土ブロック(<I>3~5mm)少屈

9 黒色土 10YR2/l 黄褐色士粒子 (</,1~2rurn)微批やや砂質

E 16.9m 

言言
E' 

p3 

2m  
ヽ

I•8) 

第174図第393号住居跡

壁溝は、幅10~26cm、深さが 3~7  cmであった。

ピットは 6本を検出した。Plが29x 28cm、P2が

32 x 18cm、P3カ勺33x 30cm、P4カゞ25x 55cm、P5カゞ

23 x 45cm、P6が26X 11cmであった。 Plの土層断面

には、柱材の痕跡が確認できた。

第173図1は、 土師器の模倣坪である。2は、土師

器の甕である。

□1 

10cm 
l:4 ’
 

第175図 第393号住居跡出土遺物

第393号住居跡 （第174図）

Q -42 • 43グリッドにかけて検出された。東側は

調査区域外のため、全体を検出できなかった。第412

号井戸跡、第797号溝跡に切られ、南側では第394号

住居跡を切っていた。

検出できた範囲は、南北5.lm、東西5.8m、深さが

0.23mで、平面形態は不明であった。主軸方位は、

N-41° -Eであった。

カマドは、住居跡の南壁で検出された。カマド袖

は確認できなかった。燃焼部の規模は、南北58cmで、

灰層は検出できなかった。

ピットは 3本を検出した。Plが62x 42cm、P2が

33X25cm、P3が35X34cmであった。

第175図1は、土師器高坪の脚部である。2は円筒

埴輪の底部片で、磨滅が著しい。カマド袖の補強材

として転用された可能性も考えられる。
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第394号住居跡
1 暗褐色土 IOYR3/3 黄褐色士粒子(<Pl~2DI¥u)多茄 黄褐色土ブロック(<P3 

~10mm) ・炭化物粒子(<Pl~30¥¥n) 少凪
黒褐色土 IOYR3/l 黄褐色土粒子(<Pl~2mm) ・黄褐色土ブロック(<P3~15 

llllil）多品 焼士プロック(<P2~3mm)・炭化物粒子(<Pl~
3mm)少址

2
 

B 16.Bm B' 

第176図

第394号住居跡 （第176図）

Q-43・44グリ ッドにかけて検出された。東側は

調査区域外に延びていたため、全体を調査すること

ができなかった。また、調査前に掘削した排水溝に

より床面の一部が壊されていた。第393• 395 • 396号

住居跡、第797号溝跡と重複していた。新旧関係は、

重複する遺構の中で本住居跡が一番古かった。

検出された範囲は、南北6.2m、東西3.5m、深さが

0.10~0.21mであった。平面形態は不明であるが、北

壁がやや弧を描くことから、隅丸の長方形をしてい

たと思われる。主軸方位は、 N-4 ° -Wであった。

炉跡、 壁溝などの施設は検出できなかった。

ピットは 3本を検出した。各ピットの規模は、 Pl

ピット 1 • 2 
3 黒褐色土 IOYR3/2 黄褐色土粒子は 1~2mm) ・黄褐色土ブロック ("3~10

mm) 多拭 炭化物粒子(,t,l~3mm)・焼士粒子(,t,l~2n1Dl)
微飛

ピット3
4 黒褐色土 IOYR3/2 黄褐色土粒子(,t,l~2mm) ・黄褐色土ブロック ("3~10

mm) 多贔炭化物粒子（が2~3mm)少屈
黒褐色士 IOYR2/2 黄褐色土ブロック("3~10mm)少址

第177図

2m  
ヽ

I•切

第394号住居跡

¥
 

r／
ー

ー

10cm 
1 : 4 

第394号住居跡出土遺物
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SJ396 
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第395号住居跡

1 黒褐色土 !OYR2/2 黄褐色土ブロック ("'2~20mm)多拭 焼土粒子

（い～2nun) ・炭化物粒子（が2~3mm) 少盤

ピット 1 • 2 
2 黒掲色土 !OYR3/l 黄褐色土粒子 (</>I~2mm) ・黄褐色士プロック

("'3~5llllll) 多堡 焼土粒子（い～2,run)・炭化物

粒子 (</>I~3llllll) 少昼

ピット 3 • 5 
3 黒褐色土 10YR3/2 黄褐色土粒子（</>l~2mm) ・黄褐色士ブロック

(</> 3~5mm)多品

ピット 4
4 黒色士 IOYR2/l 黄褐色士粒子 (</>I~2nun) ・黄褐色土プロック

("'3~5mm)少且

5 黒褐色土 !OYR3/2 黄褐色土粒子(</>I~2mm) ・黄褐色土プロック

("'3~10皿）多量

ピット 6
6 黒褐色土 10YR3/ l 黄掲色土粒子(<1>!~2mm) ・焼士粒子 (</>l~2

mm) ・炭化物粒子 (</)I~2n皿）微品

7 黒褐色土 !OYR3/2 黄褐色土粒子 (</>I~2mm) ・黄褐色土プロック

("'3~10mm) 多品焼土ブロック ("'2~5nnn)

微呈

第396号住居跡
8 暗褐色土 IOYR3/3 黄褐色士粒子 (</)I~2lllill）少品焼土粒子 (</>l

~2mm)・炭化物粒子 (</>!~2mm)微址

9 黒褐色土 !OYR3/l 黄褐色土粒子 (</>I~2mm) ・黄褐色土ブロック

("'3~5llllll)多堡炭化物粒子 ("'2~5nun) 少品

焼士プロック ("'2~3皿）微最

言［胃 SD冒 97
2m 
1.60 

第178図 第395• 396号住居跡
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が36x 26cm、P2が34x43cm、P3が58x 34cmであっ

た。P3は南壁と接しており、柱穴ではなく、貯蔵穴

である可能性が高い。

遺物は、覆土中から古墳時代後期の土師器杯、甕

片が少量出土しているが、周辺の住居跡からの流れ

込みである。南壁寄りの床面直上から吉ヶ谷式の甕

が出土していることから、本遺構の時期は古墳時代

前期である。

第177図1は、口縁部を欠損する吉ヶ谷式の甕であ

る。外面には明瞭に輪積み痕を残す。輪積み痕の部

分には、単節RL縄文が施文される。胴部中位から

下半は、ハケ目の後、ヘラミガキが施される。

第395号住居跡 （第178図）

Q-44グリッドで検出された。第394• 396号住居

跡、第763号土坑、第789• 797号溝跡と重複していた。

新旧関係は、第394号住居跡より新しく、第396号住

居跡、第789• 797号溝跡より古かった。第763号土坑

との切り合いは不明である。

規模は、南北5.3m、東西5.lm、深さが0.23mで、

ロ三jJ1 ー二戸／3

口 ー／二：

平面形態はほぼ正方形をしていた。主軸方位は、

N-33° -Wであった。

覆土は 1層のみ確認でき、自然堆積であった。

カマド、壁溝などの施設は検出できなかった。

ピットは 6本を検出した。各ピットの規模は、 Pl

ヵ'42x 25cm、P2カゞ35X26cm、P3カ沼7x37cm、P4カゞ

44x 35cm、P5が40X49cm、P6が42X31cmで、平面

形態は全て円形をしていた。P4では、柱材の痕跡を

確認できた。第396号住居跡と大きく重複しており、

床面の高さもほとんど変わらなかったため、全てが

本遺構に伴うものではなく、第396号住居跡に伴うも

のが一部あると考えられる。

遺物は、覆土中から古墳時代後期の土師器坪、甕

片などが多量に出土している。

第179図1~5は土師器の坪で、 1が比企型杯、 2 

が模倣杯、 3が有段口縁杯、 4が身模倣杯である。

1 • 5は、口縁部外面から内面にかけて赤彩が、 4

は内外面に黒色処理が施される。6は土師器の境で、

内外面に赤彩が施される。 7は、滑石製の臼玉であ

る。8は、尾の端部を欠損する土製の勾玉である。

□ 5 

□ ¥6  

汀

,̀° 7 図“]
10cm 
l:4 

0 2四I O 2cm 
| | l l : l | l l l : 2 

第179図 第395号住居跡出土遺物

第396号住居跡 （第178図）

Q-43・44グリッドにかけて検出された。第394• 

395号住居跡、第789• 797号溝跡と重複していた。新

旧関係は、第394• 395号住居跡より新しく、第789• 

797号溝跡より古かった。

規模は、南北4.6m以上、東西6.2m、深さが0.01~

0.05mで、平面形態は方形をしていたと思われる。主

軸方位は、 N-45° -Wであった。

カマド、壁溝などの施設は検出できなかった。

ピットは 2本を検出した。規模は、p1が42X25

cm、p2が23X15cmであった。

第180図1は、須恵器の坪蓋である。胎土に片岩を

含むことから、末野産と考えられる。2~8は土師

器の杯で、 2が模倣杯、 3が有段口縁江、 4~7が

身模倣坪、 8が比企型杯である。6は黒色処理、 8 

は赤彩が施される。 9~11は土師器の甕で、 10はロ

縁端部に浅い沈線が巡る。12• 13は、滑石製の臼玉

である。
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第180図 第396号住居跡出土遺物

第397号住居跡（第181図）

Q -44•45グリッドにかけて検出された。 第422号

住居跡、第410• 414号井戸跡、第760• 783 • 785号土

坑、第789• 797 • 830号溝跡と重複していた。

新旧関係は、第422号住居跡、第410• 414号井戸跡、

第783• 785号士坑、第789• 797号溝跡より古かった。

第760号土坑、第830号溝跡との切り合いは不明であ

る。

規模は、南北4.lm、東西4.7m、深さが0.10mで、

平面形態は南西コーナ一部分がやや開き気味の方形

をしていた。床面は、ほぼ平坦であった。主軸方位

は、 N-35°-Eであった。

覆土は、 3層からなる自然堆積であった。

カマド、ピットは検出できなかった。

壁溝は、僅かに途切れる箇所があったが、ほぼ全

周していた。規模は、幅10~19cm、深さが2~7 CID 

であった。

遺物は、覆士上層から古墳時代後期の土師器片が

少鼠出土している。

第182図1• 2は、土師器の杯である。1は身模倣

杯で、内外面が黒色処理される。2は模倣坪で、内

面に黒色処理が施される。3は、土師器の小型壺で

ある。4 • 5は、土師器甕の底部片である。6は石

製の勾玉で、頭部を僅かに欠損している。
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第397号住居跡
1 黒褐色士 10YR3/2 黄褐色土プロック(~ 5mm)少菰 士器小片目立つ

しまりあり
2 暗褐色土 lOYR3/3 黄褐色土プロック (~5~[0mm) 多星 しまりあり
3 11音褐色土 10YR3/3 黄褐色土プロック(~ 5mm大）少最 しまりあり

第422号住居跡
4 にぶい黄褐色士 IOYR5/3 黄褐色土ブロック (10mm大）含む
5 黒色上 IOYRI. 7/1 炭屈（厚さ5~20cm)
6 黒褐色土 IOYR3/2 黄褐色士プロック (10~20mm大）多呈
7 明黄褐色土 IOYR6/6 黒色士少絋含む しまり強い
8 黒褐色士 10YR3/2 黄褐色土粒子(<P5mm)少試 しまりあり
9 暗褐色士 IOYR3/3 黄褐色土粒子(<P5~10mm) 多拭 しまりあり
10 黄褐色土 IOYR5/8 黒色土粒子(<P5mm)少量
ピット 1
11 黒褐色土 !OYR2/3 黄褐色士プロック(</,10~20mm)多堡 焼土粒子

(,p 1mm)少拭
12 黒掲色士 IOYT2/3 黄褐色土プロック(<P10mm)少址

第181図第397• 422号住居跡
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第182図 第397号住居跡出土遺物
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第398号住居跡 ・カマド

1 暗褐色士 l0YR3/3 焼土粒子(fImm)微址 しまり・粘性あり

2 暗オリープ褐色土 2. 5Y3/3 オリープ黄色士プロック(f5~10mm)少星

しまりあり 粘性ややあり

3 暗オリーブ色士 5Y4/3 黒褐色土プロック（が5~]OIIIIll）多呈 オリープ黄色

土粒子は 1~2mn1)少抵 しまり ・粘性あり

4 暗オリーブ色土 5Y4/3 オリーブ黄色士粒子(~ I~2mm)多献
しまり ・粘性あり

貯蔵穴

5 暗オリープ褐色士 2. 5Y3/3 黄褐色土粒子(~ I~3mm)少最 しまりあり

粘性ややあり

2. 5Y6/6 地山士プロック主体 間に5居土が充填する

しまり ・粘性あり

IOBG5/l 地山土を50%• 8昂土50％の混合土 しまりあり

粘性強い
N2/0 粘質土青灰色土ブロック (IOBGS/1)(f 5~20mm) 

少量 しまりあり 粘性強い

6 明黄褐色士

7 青灰色土

8 黒色土

ピット 1
9 暗オリープ褐色土 2. 5Y3/3 オリープ黄色士($5~10mm)多盤 しまり ・粘性あり

10 暗オリープ色土 5Y4/3 しまりなし 粘性あり
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ピット 2 • 4 
11 オリープ黒色土
12 暗オリーブ色土

13 オリープ黒色土

ピット 5
15 黒掲色土

16 黒褐色士

17 黒褐色土
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5Y3/2 しまり ・粘性あり

5Y4/3 オリ ープ黄色士ブロック(</>5~10mm)多俵

5Y3/l 粘質士 オリーブ黄色土粒子(,t,l~5IIllil）少龍

しまりあり 粘性強い

ピット 3
14 暗オリープ褐色土 2. 5Y3/3 オリーブ黄色士プロック(<I>5~10mm) 多仇

しまり ・粘性あり

IOYR3/2 オリープ黄色土プロック(¢5~IOlllill）少術

しまり ・粘性あり
IOYR3/2 オリープ黄色士プロック (¢5~20mm)多迅

しまり・粘性あり

10YR3/2 青灰色士（プロック ¢5~20mm)多菌

しまり ・粘性あり

゜
2m 
ヽ
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第183図第398号住居跡
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第398号住居跡 （第183図）

N -47 • 48グリ ッドにかけて検出された。重複す

る遺構はなかった。

規模は、南北3.8m、東西3.7m、深さが0.02~0.06m

で、平面形態は正方形をしていた。主軸方位は、

N-71° -Eであった。

カマドは、住居跡東壁の中央部分で検出された。

カマドの袖は確認することができなかった。燃焼部

は、壁外に延び、東西50cm、南北46cm、遺構確認面

からの深さが13cmで、床面より少し低くなっていた。

灰層は確認することができなかった。カマド内から

は、土師器甕が潰れた状態で出土している。

貯蔵穴は、カマド右脇の南東コーナ一部で検出さ

れた。規模は、南北69cm、東西54cm、深さが43cmで、

平面形態は楕円形をしていた。土層断面を観察する

と、 一度掘り直された可能性も考えられる。

ピットは 5本を検出した。配置からPl~4が主柱

穴である可能性が考えられる。各ピットの規模は、 P

1カ吃sx7 cm、P2カゞ21x 24cm、P3カゞ17x 13cm、P4 

が21X35cm、P5が36X43cmであった。

遺物は、古墳時代後期の土師器甕片などが少量出

土している。

第184図1は、カマド内から出土した土師器の甕で

ある。底部は長甕と比べ大きく作られている。摩滅

が著しいため、調整は不明である。

10cm 
I:4 

第184図 第398号住居跡出土遺物
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第399号住居跡
1 黒褐色土 2. 5Y3/2 暗茶褐色のしまりある士主体 黄褐色土粒子

(¢2~3mm)少品炭化物少品屈下部に帯
状にとぎれとぎれ
しまりあり 粘性なし

2 黒褐色土 2. 5Y3/2 黒っぼい暗茶褐色のしあまりある土主体
黄褐色士粒子（が2~3mm)少紐 しまりあり
粘性なし

3 黒褐色士 2. 5Y3/2 黄褐色土ブロック(</>10~20mm) 多祇焼土
プロック(</>5mm)微屈炭化物(</>1cm) 
庖下部に帯状にとぎれとぎれ しまりあり
粘性弱い

B' 4 黒褐色士 2. 5Y3/2 暗茶褐色のしまりある土主体 黄褐色土粒子
(</>!~!Onun)微枇 しまりあり 粘性弱い

4' 4庖とほぼ同じで 暗褐色シルト少枯

5 オリープ褐色土 2. 5Y4/3 オリープ褐色のしまりある土でシルト質の
土主体暗茶褐色粘質士微凪 しまりあり
粘性なし

6 オリ ーブ黒色士 5Y3/2 暗オリープ茶色のしまりある土主体
しまりあり 粘性ややあり

7 オリープ黒色土 5Y3/2 暗オリーブ茶色のしまりある土主体 焼土
B' 粒子（が 2mm)斑に含む 灰層中に帯状に少最
ー・ 8 暗灰黄色土 2. 5Y4/2 黄褐灰色のしまりある粘質士主体 黄褐色士

プロック(</>5~15mm)多依 しまりあり
粘性弱い

9 黒褐色土 2. 5Y3/2 黒っぽい暗茶褐色のしまりあるやや粘質が
かった土主体 黄褐色土粒子(</>3mm)微埜
しまりあり 粘性弱い

10 オリーブ黒色土 5Y3/2 暗オリ ープ茶色のしまりある士主体 黄褐
色士プロック ($3~10mm)斑に含む
炭化物陪中に帯状に含む

第185図第399号住居跡
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第399号住居跡（第185図）

N • 0 -48グリッドにかけて検出された。南半部

を大きく撹乱に壊されていたため、残りがよくなか

った。

規模は、南北2.3m以上、東西4.2m、深さが0.08~

0.17mで、平面形態は方形をしていたと思われる。主

軸方位は、 N-16°-Wであった。

カマド、ピットは検出できなかった。

壁溝は、検出された範囲内ではほぼ全周し、幅11

~37cm、深さが3~9 cmであった。

遺物は、床面から多量の古墳時代後期の土師器片

が出土している。

第186図1は、須恵器の坪蓋である。胎土に白色針

状物質を含むことから、南比企産である。2~13は

土師器の杯で、 2~10が有段口縁坪、 11が比企型杯、

12 • 13が身模倣坪である。4~7 • 10は黒色処理、

11は赤彩が施される。15は、末野産と考えられる小

型の壺である。胴部下半はヘラケズリである。
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第186図 第399号住居跡出土遺物
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第187図 第400号住居跡（1)
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第400号住居跡

1 灰オリープ色土 5Y4/2 灰オリープ色のシルトでしまっている しまりあり 粘性なし

2 11音灰黄色土 2. 5Y4/2 オリープがかった暗茶灰色土のしまりある土 オリープ黄色土粒子 (¢ lII皿）多絃 しまりあり 粘性なし

3 暗オリープ褐色士 2. 5Y3/3 暗茶褐色のしまりある土 オリープ黄色土 (<Pl~10じ1111) オリープ黄色土プロック少～中菌 しまりあり 粘性なし

3眉より少し暗めの暗茶褐色のしまりある土 黄褐色土粒子(<t,1~2mm)少焚 しまりあり 粘性なし4 無褐色土 2. 5Y3/2 

5 焦褐色土 2. 5Y3/2 黒っぽい暗茶掲色土主体黄褐色士プロック(</>10~80l1llll)多屈 しまりあり 粘性ややあり

6 黒褐色土 2. 5Y3/l 4 • 5図よりも焦い黒掲色土でしあまりがある 粘性も少しある土 黄褐色土プロッ ク(</>10~20mm)微此 しまりあり 粘性ややあり

暗灰色土がかった茶褐色土主体黄褐色土粒子(<t>2mm)多紐 しまりあり 粘性ややあり7 装灰色土 2. 5Y4/l 

8 黒褐色土 2. 5Y3/l 黒褐色の灰・炭化物陪 焼土粒子 (¢3rnrn）少歴 しまり ・粘性なし （上屈の灰 ・炭化物陪）

9 黒褐色土 IOYR3/l 8屑より少し暗い灰・炭化物陪 焼土粒子 (</>Imm)微仇 しまり ・粘性なし （下団の灰 ・炭化物層）

10 明黄褐色土 2. 5Y6/6 地山土主体焦褐色土 (2.5Y3/2)少最地山士が部分的に緑灰色 しまり ・粘性あり （掘り方）

II 黒褐色土 2. 5Y3/2 明黄褐色土(</>1~101nm)多祉 しまり ・粘性あり（掘り方）

炉跡
12 謀褐色土

13 褐色土
14 黄褐色土
貯蔵穴
15 黙褐色士
15'暗肖灰色土

16 暗青灰色土
17 暗宵灰色土
間仕切溝

18 灰色土
ピッ ト1

2. 5Y3/] 黒褐色のしまりある土黄灰色土粒子 ($3~5mm) • 炭化物粒子 (¢2rnrn) 斑に含む しまりあり 粘性ややあり

7. 5YR4/3 少し暗めの赤褐色土（焼けた土）しまりあり 粘性なし

2. 5Y5/3 黄褐灰色土のしまりある士 ※13層に近い上の部分は焼けた痕跡あり しまりあり 粘性なし （掘り方）

2. 5Y3/2 

5B3/1 

5B3/1 

5B3/1 

5Y4/1 

少し暗めの暗茶掲色のしまりのある土黄褐色土粒子（が5~20mm) 中～多拭 しまりあり 粘性ない

暗青灰色土の粘質土 (15陪の土の変色したもの） 青灰色土プロック(<t>10mm)少棋 しまり ・粘性ややあり

暗青灰色のしまりある粘質土 青灰色士粒千 (¢2~3mm)斑に含む炭化物粒子(<t>2~5mm)微拭 しまりあり 粘性ややあり

16恩と同じ色の土で行灰色士粒子 ・炭化物を含まない しまり ・粘性ややあり

灰色のしまりある土黒褐色土ローム粒子 (~5~ 10mm) 中～多乱 しまりあり 粘性ややあり

19 暗オリープ灰色土 2. 5GY2/l 緑灰色土粒子 (¢l~5rulll)多低 しまり・粘性あり

20 黒色土 2. 5GY2/l 粘質土緑灰色土(cpl~!Orum)均等に少批炭化物粒子 (¢InIm)微最 しまりあり 粘性強い

21 暗灰黄色土 2. 5Y4/2 黄褐色土プロック((/,5~10mm) 多拭 しまり・粘性あり

22 明黄褐色土 2. 5Y7 /6 緑灰色土 (IOGY5/l)地山土主体 プロック状の堆積に暗オリープ灰 (2.5GY3/l)が充填する

23 黒色土 2. 5GY2/I 粘質土緑灰色土粒子(cpl~3mm)多最 しまりあり 粘性強い

ピット 2
24 黒褐色土 IOYR2/2 緑灰色土粒子 (¢ lrum)微最 しまり ・粘性あり

25 黒色土 2. 5GY2/l 粘質土緑灰色土粒子(cpl~5mm)均等に少最炭化物粒子 ((/,!~2mm)微贔 しまりあり 粘性強い

26 暗オリープ灰色土 2.5GY3/l 粘質土緑灰色及ぴ黄褐色土 ((/,I~20mm)プロック状に多品 しまりあり 粘性強い

27 黒色土 2. 5GY2/l 粘質士緑灰色土(4>5~30run1) プロック状に多抗 しまりあり 粘性強い

ピット 3
28 暗オリープ褐色土 2. 5Y3/3 黄褐色土粒子(cf,!~2nlru)均等に少拭 しまり ・粘性あり

29 黒色土 2. 5GY2/I 粘質土緑灰色土粒子(cpl~3mm)均等に少屎炭化物粒子(cf,Imm)微位 しまりあり 粘性強い

30 媒色土 2. 5GY2/l 粘質士緑灰色土プロック((/,3~5mm)均等に多枇 しまりあり 粘性強い

31 黙色士 2. 5GY2/l 粘質土緑灰色土プロック((/,5~10mm) プロック状に多紐 しまりあり 粘性強い

ピット 4
32 巣褐色土
33 無色土
34 黒色土

35 黒褐色土
36 緑灰色土
37 黒色土

ピット 5

2. 5Y3/l 緑灰色及び黄褐色土粒子(~ I~5mm)少呈 焼土粒子 ・ 炭化物粒子 ( ~ I mm) 微歴 しまり ・粘性あり

2. 5GY2/l 粘質土緑灰色土（い～101nm)均等に多址 しまりあり 粘性強い

2. 5GY2/l 粘質土緑灰色土粒子(~ I~5mm)少埜 しまりあり 粘性強い

2. 5Y3/! 緑灰色及ぴ英褐色土 (~5~10mm) プロック状に多訊 しまり・粘性あり

7. 5GY5/! 地山土のプロック状堆積 黒色粘質土わずかに混入 しまりあり 粘性ややあり

2. 5GY2/ l 粘質士緑灰色士(~ I~10mm)多藷 しまりあり 粘性強い

38 オリープ黒色士 5Y3/I 黄褐色土粒子(4>I~2mm)少足 しまり ・粘性あり

39 黄褐色士 2. 5Y5/4 地山土を主体とするプロック状の堆積 しまり・粘性あり

40 暗オリープ灰色土 5GY3/l 緑灰色土プロック((/,5~10mm)均等に少呈 しまり ・粘性あり

41 黒色土 2. 5GY2/l 粘質土緑灰色土(4>5~30mm)少昼 しまりあり 粘性強い

42 暗緑灰色土 5G3/l 緑灰色地山士を主体 黒色粘士粒千(4>1~5mm)微最 しまり ・粘性あり

ピット 6
43 オリープ黒色土 5GY2/l 粘質土緑灰色土粒子(cf,!~5mm)少甚 しまりあり 粘性強い

44 暗緑灰色土 10G4/l 地山土プロック しまりあり 粘性ややあり

どット 7
45 暗緑灰色土

46 黒色土

7. 5GY3/I 黄褐色土(ct,!~10mm) ・緑灰色土(ct,!~20mm)少祉 しまり・粘性あり

2. 5GY2/I 粘質土緑灰色土(ct,!~10mm)少贔 しまりあり 粘性強い

7. 5GY4/l 地山土プロックの堆籾 しま り・粘性あり47 暗緑灰色土
48 黒色土
49 緑灰色土

50 黒色土

2. 5GY2/l 粘質土緑灰色土粒子 (¢ l~5mm)均等に微品 しまりあり 粘性強い

7. 5GY5/I 地山土主体黒色粘土微茄 しまりあり 粘性ややあり

51 黒色土
ピット 8

2. 5GY2/l 粘質土緑灰色土(ct,!~10mm)均等に少贔 しまりあり 粘性強い

2. 5GY2/l 粘質土緑灰色土プロック(</>5~10mm)多最 しまり ・粘性あり

52 灰色土
53 暗青灰色土

ヒ°ット 9

5Y4/l 

5B3/1 

灰色のしまりある土主体 黄褐色土粒子 ((/>5mm)斑に含む しまりあり 粘性ややあり

暗青灰色粘質土主体音灰色土粒子(</>10皿）多試 しまりあり 粘性ややあり

54 黒掲色土 2. 5Y3/l 黒っぽい暗茶褐色のしまりある士 黄褐色士粒子（が3mm)少旦 しまりあり 粘性ややあり

第188図 第400号住居跡 （2)

第400号住居跡 （第187~189図）

0-47・48グリッドにかけて検出された。他の遺

構との重複はみられなかった。

規模は、南北5.3m、東西5.5m、深さが0.21mで、

平面形態は正方形をしていた。主軸方位は、 N-

32° -wであった。

覆土は、 9層からなる自然堆積であった。住居跡

北半の覆土中層から下層にかけては、 2枚の灰・炭

化物を含む薄い層が堆積していた。住居跡全体には

確認できなかったことから、 本遺構の埋没過程にお

いて廃棄されたものと考えられる。

炉跡は、地床炉で、中央部から少し北寄りの位置

で検出された。規模は、 長軸36cm、短軸29cm、床面

からの掘り込みが4cmであった。平面形態は、不整

楕円形をしていた。炉跡の北側には、焼土や炭化物

が拡がっていた。
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壁溝は、東壁を除いた範囲に全周していた。規模

は、幅 9~29cm、深さが2~10cmであった。4辺の
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内で東壁だけ壁溝が巡っていなかったことから、住

居跡への出入り口部が存在した可能性がある。

貯蔵穴は、南西隅で検出された。規模は、長軸78

cm、短軸66cm、深さが51cmで、平面形態は東西にや

や長い楕円形をしていた。貯蔵穴周辺には、南北1.6

m、東西1.9m、深さが3cmの浅い掘り込みをともな

っていた。貯蔵穴周辺には、 S字甕などの土師器片

が多く出土している。

貯蔵穴の北側と東側には 2本の浅い間仕切りの溝

が検出された。北側はP3と重複しており、長さ151

cm、幅12cm、深さがllcmであった。南側は、長さ138

cm、幅10cm、深さが10cmであった。

ピットは 9本を検出した。Pl~4は、配置や柱材

の痕跡が確認できたことから、主柱穴と考えられる。

各柱穴の規模は、 Plが49X65cm、P2が52X50cm、P

3が68X55cm、P4が61X71cmであった。他のピット

については、性格が不明である。P5が43x 73cm、P

6が29x13cm、P7が44x61cm、P8が43x 33cm、pg

が17x 12cmであった。

遺物は、炉跡と南西隅の貯蔵穴周辺に集中して古

墳時代前期の土師器片が多量に出土した。炉跡周辺

の遺物は、床面より若干浮いた状態であった。

第190図 1は甕で、外面全体に煤が付着する。口縁

部は横方向のナデである。 2 • 3はS字状口縁台付

甕である。頸部から肩部にかけてのハケ目はやや雑

である。内面に指頭圧痕が認められる。外面に煤が

付着する。3は、摩滅が著しいが、外面はナデ調整

で、接合部分に一部ハケ目が残る。2に比べ器壁が

厚い。6は大型の堪である。全面に赤彩され、口縁

部内面には暗文状のヘラミガキが施される。 7は、

ほぼ完形のミニチュア土器である。8の甕は、外面

に櫛描の波状文が施文される。9の壺は、沈線の間

に単節LR縄文が施文される。10は、用途不明の鉄

製品である。釘の可能性が考えられる。

\ ~\ 

： 4 
3
 

＼ーに］5

ご7

10cm 
I : 4 
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門
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日
而 0 5cm 

I I l l : 3 
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| l l l:2 

第190図 第400号住居跡出土遺物
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第401号住居跡（第191図）

P -45グリッドで検出された。第787• 788号土坑、

第789• 808号溝跡と重複していた。新旧関係は、第

787号土坑、第789• 808号溝跡より古く、第788号土

坑との切り合いは不明である。大半を第789号溝跡に

壊されていたため、検出できたのが北西コーナ一部

分のみであった。覆土もほとんど残存しておらず、

残りが良くなかった。

規模は、南北3.4m以上、東西2.9m以上、深さが

0.02~0.03mで、平面形態は不明である。主軸方位は、

N-29° -Wであった。

壁溝は、検出した範囲では全周していた。幅9~ 

17cm、深さが3~7 cmであった。

ピットは 1本のみ検出できた。規模は、 42x 49cm 

であった。

遺物は、時期不明の土師器甕片などが少量出土し

たが、図示できるものはなかった。そのため、本遺

構の時期は不明である。

ー Ai6.3m A' 

第401号住居跡
1 黒褐色土 IOYR2/3 黄褐色土粒子(~ I~2mm) • 

黄褐色土プロック (~3~5mm)
多県

虐

ピット 1
2 黒褐色土 10YR3/l 黄褐色士プロック(ct,3~5mm) 

少品黄褐色士粒子（¢l~2mm)
・炭化物粒子（い～2mm)微駄

3 オリーブ黒色土 5Y3/2 緑灰色シルトプロック(ct,3~5 
mm) 多鈷

4 黒色士 2. 5Y2/l 緑灰色シルトプロック(ct,3~5 
mm)少址

2m  
160 

第191図第401号住居跡

第402号住居跡 （第192図）

P -47グリッドで検出された。第9号竪穴状不明

遺構、第806号溝跡と重複しており、本住居跡が切ら

れていた。

規模は、南北3.9m、東西3.8m、深さが0.03~0.08m

で、平面形態は正方形をしていた。主軸方位は、

N-25° -Wであった。

覆土は、 4層からなる自然堆積であった。

カマドは、住居跡南壁の中央部で検出された。カマ

ド袖は、地山の黄褐色の粘土で構築されていた。燃

焼部は、南北50cm、東西57cmで、床面とほぼ同じ裔

さであった。灰層は確認できなかった。燃焼部の南

壁際では、浅い小ピットであるPlが検出できた。

規模は、 38X14cmであった。

壁溝は、西壁を除く範囲でほぽ全周していた。幅

9 ~19cm、深さが3~6 cmであった。

ピットは 9本を検出した。何れのピットも、配置

や形状に規則性がなく、性格は不明である。各ピ ッ

トの規模は、 P2が30x 17cm、P3が45X17cm、P4が

41 x 13cm、P5カ,44x13cm、P6カ吃9x 18cm、P7カゞ

40 x 19cm、P 8カゞ35x 21cm、P 9カゞ32X13cm、p 10カゞ

32X 16cmであった。

遺物は、古墳時代後期の土師器片がピットなどか

ら少量出土している。

第193図3は、滑石製の紡錘車である。4 • 5は壁

溝内から出土した完形の土錘である。

-l72_ 



〗

゜
遠
P
J
疇

『
\
P
o
,

ヽ

．
 

9
 

，
 
B
 
／
 

I
l
 

ー

ー

1

I
I
I
I
I
I
1
ー

1
l
_

‘
 

l
 

，
 

-

x
 
s
 

●
 

E
n
,
v
 

岳

．
 
.o
 

E
C
.9
-
0
 

B 16.Jm B' C 16 3m c' ． E 16 3m E' 
6 カマド

p4 

S0806.  言冒
F 16 3m F' G 16.Jm G' H 16.3m H' I 16. Jm I' J 163m J' 

P5 
PlO 

P6 

言鬱 疇
P8 

疇鬱言冒
第402号住居跡

1 黒褐色土 2. 5Y3/2 黒褐色のしまりある士 しまりあり 粘性ややあり

2 黒褐色土 2. 5Y3/2 黒褐色でパサパサした土主体 黄褐色土粒子(¢ 1~5mm) 少籠 炭化物粒子(¢3mm)微堡 しまり・粘性ややあり

3 オリープ黒色士 5Y3/2 オリープがかった暗灰色の土主体 黄灰色土プロック (¢5~lODIDI)斑に含む しまりあり 粘性なし

4 黒褐色士 2. 5Y3/! 粘性のある黒褐色土主体黄灰色土プロック (¢2~10mm) 多昂 しまりあり 粘性ややあり

カマド
5 灰オリーブ色土 5Y4/2 オリープ灰色のしまりある士 同色シルト少拡黄褐色土粒子(¢3mm) 斑に含む焼土ブロック (¢3~5mm) 微羅 しまりあり 粘性なし

6 黄灰色士 2. 5Y4/1 暗灰色のしまりある土 オリーブ黄褐色土粒子 (¢31IlJ!J)多量 しまりあり 粘性ややあり

ピット 1
7 黄灰色土 2. 5Y4/l 6層より暗い暗灰色のしまりある士 オリープがかった黄褐色シルト少～中拡 しまりあり 粘性なし

8 暗灰色土 N3/0 青黒っぽい暗灰色粘質士 黄褐色士粒子 (¢5mm)含む 炭化物プロック(¢5mm)微盤 しまり ・粘性ややあり

ピット 2・4 ・7 ・8
9 黒褐色士 2. 5Y3/2 暗茶掲色のしまりある土 オリープ黄色土粒子 (¢lmm)少最 しまりあり 粘性ややあり

10 暗青灰色土 583/1 暗茶褐色土 ・暗青灰色土多儲炭化物ブロック(¢5mm) 微最 しまりあり 粘性ややあり

11 暗オリーブ褐色土 2.5Y3/3 暗茶褐色のしまりある士 黄褐色士粒子(¢ !mm)含む炭化物プロック(¢ 10mm)微祉 しまりあり 粘性ややあり

ピット 3
12 黒褐色土

13 黒褐色土
ピット 7
14 黒褐色士
15 黒褐色土
ピット 8
16 オリープ褐色土 2. 5Y4/3 黄褐色士粒子(¢ 1~5mm) 多拡 しまり ・粘性あり

17 暗オリ ープ褐色土 2. 5Y3/3 黄褐色土粒子(¢ 1~3mm) 少最 炭化物粒子(¢ 1mm)微屈 しまり・粘性あり

18 暗オリープ褐色土 2. 5Y3/3 黄褐色土(¢ 1~10mm) 多埜 しまり ・粘性あり

ピット 9
19 黒褐色土
20 黒褐色士
ピッ ト10
21 暗オリープ掲色土 2. 5Y3/3 黄褐色士粒子(¢ 1~5DIDI) 中批 炭化物粒子(¢ 1~2mm) 微拭 しまり ・粘性あり

22 黒褐色土 2. 5Y3/1 黄掲色士(~ 1~5mm)少品 しまり・粘性あり

23 黄褐色土 2. 5Y5/4 地山ローム主体 21陪土少益 しまり ・粘性あり

2. 5Y3/2 黄褐色土(fI~10mm) ・緑灰色土(f1~5mm)少枇 焼士粒子($I~2mm) ・炭化物粒子 ($1~2mm)微益 しまり ・粘性あり

2. 5Y3/2 貨褐色士プロック（が5~lOIIlill) ・緑灰色土プロック ($5~10mm)多籠 しまり・粘性あり

2. 5Y3/2 黄褐色土粒子(~ I~5mm)均等に少祉 ・ 焼土粒子 (~ I~3mm) ・ 炭化物粒千(~ I~2mm) 微屈 しまり ・粘性あり

2. 5Y3/2 黄褐色土(~ I~!Orum) 多堡 しまり・粘性あり

2. 5Y3/2 黄褐色士粒子(f1~5mm) 少祉 焼土粒子($1~2mm) ・炭化物粒子($1~2mm)微掻 しまり・粘性あり

2. 5Y3/2 黄褐色土 ($1~5mm)多拭 しまり ・粘性あり

2m  
ヽ
1：印

第192図 第402号住居跡
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第193図 第402号住居跡出土遺物
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＂ 
第403号住居跡（第194図）

0 • P -47グリッドで検出された。西側で第407号

住居跡、第806号土坑と大きく重複していた。新旧関

係は、第407号住居跡、第806号士坑より本遺構の方

が古かった。住居跡の大半が削平されて残存してお

らず、検出できたのは北東コーナ一部の壁溝と貯蔵

穴などであった。住居跡の覆土は全く残っていなか

規模は、南北1.7m以上、東西1.3m以上、深さが

O.Olmで、平面形態は不明である。主軸方位は、 N-

42° -Eであった。

カマド、炉跡などは検出できなかった。

壁溝は、北壁部分で検出でき、幅15~24cm、深さ

が1~5 cmであった。

第403号住居跡

1 暗灰黄色土 2. 4Y4/2 黄褐色土粒子 (¢2~1OIIllll）斑に含む しまりあり
粘性ややあり

貯蔵穴
2 黒褐色 2. 5Y3/2 黄褐色土粒子 ((2~3mm)・焼土粒子(<!>2mm)・炭化物

粒子(<!>2mm)少星 しまりあり 粘性ややあり
3 暗灰黄色土 2. 5Y4/2 黄褐色上ブロック (¢l01111U)多批 焼土粒子(</>3mm) 

微量 2層よりやや明るめの茶褐色土主体 しまり
あり 粘性ややあり

4 黒褐色土 2. 5Y3/2 黄掲色土ブロック(<!>5~10mm)斑に含む 炭化物プ

ロック(</>5mm)微且黙っぽい暗茶掲色土主体 しまり
あり 粘性ややあり

5 暗青灰色士 5B3/1 青灰色土少址 しまりあり 粘性ややあり
ピット l
6 黒褐色土 2. 5Y3/2 炭化物粒子(</>l 0Ullu)少阻 焼士粒子(<!>2mm)微煤

しまりあり 粘性ややあり
7 黒褐色士 2. 5Y3/2 黄褐色土プロック(<!>10~20mm)斑に含む 黒っぽい

暗茶褐色土 しまりあり 粘性ややあり
8 黒褐色土 2. 5Y3/2黄褐色土粒子(<!>3mm)少凪 6唇と同じ色の土主体

しまりあり 粘性なし
9 暗オリ ーブ褐色 2. 5Y3/3 黄褐色士プロック(<!>10mm)多盤 6~8屑より明るい

暗茶褐色 しまりあり 粘性ややあり

ロニ

2m 
1•60 

第194図第403号住居跡

貯蔵穴は、北東隅で検出された。規模は、長軸62cm、

短軸55cm、深さが68cmで、平面形態は南北に長い楕

円形をしていた。貯蔵穴内からは、 土師器の高坪が

出土している。

ピットは貯蔵穴の南で 1本のみ検出できた。規模

は30x 45cmで、円形をしていた。土層断面で柱材の

痕跡が確認できたことから、柱穴である可能性が考

えられる。

第195図1は、貯蔵穴から出土した土師器高坪の坪

部片である。

10cm 
1 :4 

第195図 第403号住居跡出土遺物
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ロニ冒III 
第404号住居跡

1 黒褐色土 IOYR3/l 黄褐色土粒子 (</,I~2rnrn） ・黄掲色土ブロック(<I>3~5mm) ・炭化物粒子(<I>2~3rnm)多屎 焼土粒子 (</,I~3mm)少量

2 黒褐色土 2. 5Y3/! 緑灰色土ブロック(<I>3~10mm)多輩 炭化物粒子(<I>2~3rnrn)微紐

カマド

3 黒掲色士 IOYR3/2 焼士プロック(<I>3~5饂）多屈 黄褐色土ブロック(<I>3~51Ilill） ・炭化物粒子(<I>2~3mm)少且

4 暗褐色上 IOYR3/4 地山の緑灰色シルト主体 焼士プロック（が2~5mrn） ・炭化物粒子(<I>2~3mm)少韮

ピット 1 • 2 
5 黒褐色土 2. 5Y3/l 緑灰色士粒子 (</,I~2mm) ・緑灰色土プロック(<I>3~5mm) ・炭化物粒子は2~3mm)少址

6 黒色士 5Y2/l 緑灰色士プロック(<I>3~10mm) 多最 炭化物粒子(<I>2~5rnm）少址

7 黒褐色土 IOYR3/2 緑灰色土粒子(,t,l~2mm) ・緑灰色士プロック(</>3~5mm)多最 焼士粒子 (<I>2~3mm) ・炭化物粒子は2~3mm)少試

ピット 3
8 黒色土 2. 5Y2/l 緑灰色土粒子(,t,l~2rnm） ・緑灰色土ブロックは 3~IOrnrn） ・炭化物粒子(<I>2~5mm) 多批 （柱痕）

9 暗緑灰色砂質士 7. 5GY4/l 緑灰色士プロック(<I>3~10mm) ・地山下層の緑灰色砂質土主体

ピット 4
10 黒色土 IOYR2/l 緑灰色土粒子(,t,1~2rnrn） ・緑灰色土ブロック(<I>3~5mm) ・炭化物粒子(<I>2~3mm)少見

11 オリープ黒色土 7. 5Y3/! 緑灰色土ブロック(<I>3~5rnm) 多埜
2m  
I OO 

第196図 第404号住居跡
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第404号住居跡 （第196図）

Q -47 • 48、R-47グリッドにかけて検出された。

南側は調査区域外に延びていたため、全体を調査す

ることができなかった。第406• 418 • 423号住居跡、

第789• 814 • 832号溝跡と重複していた。新旧関係は、

第406• 423号住居跡より新しく、第418号住居跡、第

789 • 814 • 832号溝跡より古かった。東壁は、中世の

溝が重複していたため、立ち上がりがよくわからな

かった。

規模は、南北6.0m以上、東西推定6.2m、深さが

0.12~0.34mで、平面形態は方形に近い形を している

と思われる。西壁は、地震による噴砂の影響により、

歪みが著しかった。主軸方位は、

覆土は、

N -31° -wであ
った。

2層からなる自然堆積であった。

カマドは、第406号住居跡の覆土を掘り込んで構築
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第197図 第404号住居跡出土遺物
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されていた。そのため、カマドの袖が、作り付けで

作られたのか、削り出しで作られたのかは判断でき

なかった。住居跡北壁の中央部で検出され、袖は細

長いものであった。袖の先端部には、補強材として

土師器などが転用されていた。左袖は胴部上半まで

の甕が逆位の状態で検出された。右袖は、土師器の

小片が多く、円筒埴輪の破片が 1点含まれていた。

煙道部は壁外に大きく延び、長さ192cm、幅58cm、確

認面からの深さが31cmであった。袖から燃焼部分の

壁面は、被熱のため赤く硬化していた。底面には明

瞭な灰層は検出できなかった。覆土の 4層は、天井

部が崩落した層と考えられる。

ピットは 5本を検出した。P3の土層断面では、柱

材の痕跡を確認できたが、本遺構の柱穴ではない可

能性がある。各ピットの規模は、 Plが52X55cm、P

2カゞ45X53cm、P3カゞ40x 47cm、P4カゞ60X40cm、P5 

が42X47cmであった。

遺物は、カマドの周辺と焚き口部分に古墳時代後

期の須恵器、土師器片がまとまって出土している。

第197図1~3は、須恵器である。 1は須恵器の坪

蓋で、天井部にヘラケズリが施される。2は、杯身

である。3は、末野産と考えられる壺の口縁部片で

ある。4~ 7は土師器の杯で、 4は模倣坪、 5 • 6 

は有段口縁坪、 7は比企型杯である。8は高坪の杯

部片で、内面に暗文状のヘラミガキが施される。10

~13は、土師器の甕である。 11は、カマド左袖の補

強材として転用されたものである。14は、表裏 2面

に擦痕が残る砥石である。15は、すり石である。

こ

三

三三―□〉3

U4 

第405号住居跡（第199• 200図）

Q • R-46・47グリッドにかけて検出された。東

側は調査区域外に延びていたため、全体を調査する

ことができなかった。第404• 406 • 416 • 417号住居

跡、第420号井戸跡、第831号土坑、第809• 810 • 

811 • 814号溝跡と重複していた。新旧関係は、第

416 • 417号住居跡より新しく、第404• 406号住居跡、

第420号井戸跡、第809• 810 • 811 • 814号溝跡より古

かった。第831号土坑との関係は不明である。

規模は、南北7.6m、東西7.lm以上、深さが0.03~

0.08mで、平面形態は方形をしていたと思われる。主

軸方位は、 N-21° -Wであった。

覆土は、 4層からなる自然堆積であった。床面に

は部分的に炭化物の薄い層 (3層）が堆積していた。

カマドは検出できなかった。

壁溝は、ほぼ全周しており、幅10~22cm、深さが

5 ~8  cmであった。

ピットは床面から 8本を検出したが、主柱穴の可

能性があるものは確認できなかった。各ピットの規

模は、 Plが59X53cm、P2が62X52cm、P3が42X33

cm、P4が73X33cm、P5が58X40cm、P6が43X27cm、

P7が48X37cm、P8が49x 39cmであった。p2の下

層 (11層）には炭が多最に堆積していた。床面下か

らはp9が検出されている。

第198図1~4は土師器の坪で、 1 • 2 • 4が模倣

坪、 3が身模倣坪である。 1はP7、4はpgから出

土している。 5は、須恵器の臆の口縁部片と思われ

る。7は、滑石製の臼玉である。
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第405号住居跡

1 黒褐色土
2 黒褐色士
3 褐色土
4 焦掲色土

5 黒色土
ピット 1
6 黒褐色士
7 黒褐色士

8 黒色土
ピット 2

9 黒褐色土
10 黒掲色士

II 黒色士
ピット 3

10YR3/2 黄掲色士粒子（い～21皿） ・黄褐色土ブロック (.3~10mm) 多祉
焼土プロック(f2~31nm) ・炭化物粒子 (.2~301111)少量

IOYR3/l 焼士ブロック (.2~3mm) ・炭化物ブロック (¢2~3mm)多餓 鼓
褐色土粒子 (¢1~2mm) ・黄褐色士プロックは 3mm)少足

10YR4/4 黄掲色土プロック (o3~5mm)多屈 床面に炭化物層（地山崩落士）

!OYR3/l 黄褐色土粒子 (ol~2mm) ・黄褐色土プロック (o3~511皿）少枇

7. 5Y2/l 緑灰色土ブロック (o3~10mm) 多且 炭化物粒子(.2~3mm)少品
(SJ405掘り方）

2. 5Y3/l 緑灰色士粒子(<t,l~2mm) ・緑灰色土ブロック(</>3~10mm) ・焼土
プロック(</>2~5nIm)多昴 下陪に炭化物層

2. 5Y3/2 緑灰色土プロック(</>3~10mm) 多盤 焼土粒子 (</,!~2mm)少見

5Y2/l 緑灰色土プロック(</>3~5n皿）少屈

10YR3/l 黄褐色士粒子(¢ l~2mm) ・黄褐色土プロック (¢3~10mm)多最
焼土プロック (¢2~3mm) ・炭化物粒子 (¢2~3mm)少贔

2. 5Y3/l 黄褐色士プロック (¢3~10mm)少拭 炭化物粒子 (¢2~3mm)微屈

2. 5Y2/l 炭多址 緑灰色土粒子(¢ I~2mm) ・緑灰色土プロック (¢3~5mm
)微屈 しまり弱い

12 黒褐色土 1 OYR3/l 黄褐色士粒子 (</>l~2皿） ・黄褐色士プロック(<I>3~5mm) 焼土プ
ロソク(<I>2~3mm) ・炭化物粒子 (</>l~3mm) 少拭

13 オリープ黒色士 7. 5Y3/l 緑灰色士プロック(<I>3~10mm) 炭化物粒子
(</>l~3mm)少彗

14 黒色士 7. 52/1 緑灰色土プロック(<I>3~5mm)少址

ピット 4

15 II音褐色土

16 黒褐色土
ピット 5

IOYR3/3 黄掲色土粒子(<Pl~2mm) ・黄掲色士プロック(<P3~5mm) ・焼土ブ
ロック(<P3~5mm) ・炭化物粒子(<P2~3mm)少址

!OYR3/l 黄掲色士粒子(<P3~5mm) 多拭

17 黒褐色土

18 黒色土

!OYR3/3 緑灰色土粒子 ($1~2mm) ・緑灰色土プロック(</,3~5111111) 少且

I OYR2/l 緑灰色土プロ；；ク ($3~5皿） 炭化物粒子 ($2~3血n) 少批

19 黒色土

ピット 6

2. 5Y2/J 緑灰色土プロック(</,3~5mm)多拡

20 黒褐色士

21 褐灰色土

ピット 8

IOYR3/1 緑灰色土粒子(q,1~2mm) ・緑灰色土プロソク（が3~10mm) 多呈

10YR4/] 地山の緑灰色シルト主体（地山崩落土）

22 黒褐色土
23 黒褐色士

24 黒色土

IOYR3/l 貿褐色士粒子（い～2mm) ・黄掲色土プロック(<t>3~5mm) 焼土プ
ロック(<t>2~3mm) ・炭化物粒子(,t,l~3mm)少址

IOYR3/2 黄掲色土プロック(<t>3~10mm) 多盤 炭化物粒子(<t>l~2mm)微最

5Y2/1 緑灰色土プロック(<t>3~10mm) 多俵（地山崩落士）

第200図第405号住居跡（2)

第406号住居跡（第201• 202図）

P -47、Q-47 • 48、R-47グリッドにかけて検

出された。南側は調査区域外に延びていた。第404• 

405 • 414 • 418 • 419 • 423号住居跡、第422号井戸跡、

第832号土坑、第789• 814 • 820号溝跡と重複してい

た。新旧関係は、第405• 414 • 423号住居跡より新し

く、第404• 418号住居跡、第422号井戸跡、第832号

土坑、第789• 814 • 820号溝跡より古かった。第419

号住居跡との関係は不明である。

規模は、南北9.8m以上、東西10.4m、深さが0.21~

0.30mで、平面形態は方形をしていたと思われる。今

回報告する住居跡の中で一番大型のものであった。

主軸方位は、 N-26°-Wであった。

覆土は、 2層からなる自然堆積であった。

カマド、壁溝は検出できなかった。

ピットは19本を検出した。各ピットの規模は、 Pl

が58X73cm、P2が35X3lcm、P3が39X47cm、P4が

37 x 39cm、P5が50x 76cm、P6が39x 50cm、P7が

36 x 59cm、P8が38x 45cm、P9が38x 57cm、PlOが

42 x 67cm、Pllは38x 54cm、Pl2は52x 56cm、Pl3は

44 x 60cm、Pl4は62x 34cm、Pl5は54x 27cm、Pl6は

61 x 37cm、Pl7は33x 60cm、Pl8は41x 53cm、Pl9は

35 x 37cmであった。

遺物は、古墳時代後期の須恵器、土師器片が多量

に出土している。器種では土師器杯が多くみられ、

中でも比企型杯の割合が高い。

出土遺物は、第203• 204図に示した。1• 2は、

須恵器の蓋である。2は天井部につまみが付く 。児

玉産の可能性がある。 4は末野産の高杯坪部片で、

脚部に 2方向の透かしが認められる。5は、 Plから

出土した壺の口縁部片である。6~20は、土師器の

坪である。6• 8 • 9 • 13~15が模倣杯、 7 • 10~ 

12が有段口縁坪、 16~18が身模倣坪、 19• 20が比企

型坪である。9• 19 • 20には赤彩、 16• 17には黒色

処理が施される。21~24は、土師器の高坪である。

21の坪部は、下半に稜をもたず、直線的に開く口縁

部である。外面の調整は、ハケ目の後、ヘラナデで

ある。22は、内外面全面に赤彩が施される。26~29

は、土師器の鉢である。口径が狭く深鉢のもの、ロ

径が広く浅鉢のものの 2タイプがある。31~33は、

土師器甕の口縁部片である。 31• 32は、口縁部が大

きく屈曲する。36• 37は甕の底部片で、底面に木葉

痕が認められる。40は管玉の未製品である。穿孔箇

所が2ヶ所に認められるが、どちらも貰通には至っ

ていない。41は、勾玉状の形態をした滑石製の用途

不明品である。42は、紡錘車の未製品である。
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第406号住居跡
1 暗褐色土 IOYR3/3 黄褐色土粒子(</>I~2mm)・黄褐色土プロック(<I>3~5mm)多且 焼士粒子(</>I~2mm)・炭化物粒子(</,!~3mm)少呈

下展の部分的に薄い炭化物層

2 暗緑灰色土 IOG3/l 黄褐色土プロック(<I>3~10mm) ・緑灰色上プロック(<I>3~10mm)多抵 炭化物粒子 (</,I~2mm)微嚢

ピット
3 黒褐色土 2. 5Y3/l 炭化物多抵 緑灰色土粒子 ・焼土粒子 (</>I~2mm)少

4 オリーブ黒色土 7. 5Y3/l 緑灰色土プロック(<I>3~10mm)多蛍 炭化物粒子(<I>2~3mm)少伍

5 黒色土 IOY2/l 緑灰色土粒子 (¢l~2mm) ・緑灰色土プロック(<I>3~10mm)少址

6 オリープ黒色土 5Y3/l 緑灰色土粒子 ($I~2mm) ・緑灰色土プロック(<I>3~10mm)多盤 焼土粒 ・炭化物粒子 ($1~3mm)少嚢

7 黒掲色土 2. 5Y3/l 緑灰色土粒子(<t,l~2mm) 炭化物粒子(<I>2~3mm)少堡

8 オリープ黒色土 7. 5Y3/l 緑灰色土粒子 (</,I~2mm) ・緑灰色土ブロック(<I>3~10mm)多呈 炭化物粒子 (</>I~3mm)少量

9 黒褐色土 2. 3Y3/1 緑灰色土粒子（い～2皿） ・緑灰色士プロック (¢3~10mm)多最 2m  ， 
1:60 

第202図 第406号住居跡 （2)
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